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訳者まえがき

1. 本稿は北フリジア語モーリング方言の概略について解説するものであ

る。

北ブリジア語は歴史的に見て北海ゲ、ルマン語 (Nords巴巴g巴rmanisch)に

属するフリジア語の下位グルーフ。のひとつで， ドイツ北部の都市フーズム

(Husum)以北，デンマークとの国境までの大陸海岸部と烏，およびへルゴラ

γ ト島 (Helgoland)で約9千から 1万人の話し手を有し，互いに非常に異な

る約9の方言からなる。モーリング方言は大陸海岸部の方言のなかでもっと
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も有力なものである o話し手の数は約 2，500人(住民の約22%)と推定される

(Koop 1991: 76参照)。

フリジア語はゲルマン語のなかで言語構造の点でも言語の生態という点

でも特殊な興味ある事実を提供する言語群である。訳者は 1989/90年にドイ

ツ学1J!ij交流会 (DAAD)の援助を受けて， キール大学北欧語科フリジア語学

講座(正式には「北フリジア語辞書編集所JNordfriesische Wδrterbuch-

stell巴)において，シエリーン教授 (Prof.Bo Sjolin)のもとでフリジア語学

を専攻する機会に恵まれた。現在，同講座には全2巻，カセットテープ 12巻

に及ぶモーリング方言の入門教材がある (Sjδlin/Wall王町 1986)。また，同講

座の編集したすぐれた辞書が 1988年に完成じ (Sjolinet al. 1988)，テキス

トもとくにブレvトシュテット/プレイスト (Bredst巴dt/Braist)の「北フリジ

ア語研究所J(Nordfriisk Instituut)から出版されたものがし、くつかある。

しかし，モーリング方言の体系的な文法書としては，ここに訳出する同じく

モーリング方言で、書かれた著作以外，現代の目から見て使用に耐えるものは

ない。 Bendsen(1860)は500ページ余りの網羅的な記述文法だが，現代語と

は相当の隔たりがある。 Bauer(1925)は歴史的音韻論にくわしいが，現代語

の記述は弱い。訳者の，恩師であるウォーカ一博士(Dr.Alastair G. H. Walker) 

が1990年に発表した北フリジア語についての論文 (Walker1990)に，モー

リング方言の文法の概要が掲載されているが，その内容は音論を除いてほと

んど本稿で訳出する Jδrgensen(19784)に依拠している。前掲の Sjδlin/

Walker (1986)や別の入門教材 Hollingworth/Roper(1976)も，発音の部分

を除いておrgensen(19784)によっている。文型練習を主体としたカセット

テープ付きの Walker/Wilts(19802) も同様である。 さらに，東フリジア語

(Sa ter landisch/Seel t巴rsk)の数少ない文法書である Kramer(1982: 3)にも，

同書が Jorgensen(19784)を模範にして書かれたことが記されている。

モーリング方言のように文献や研究の乏しい少数言語についてはさらに調

査を行なう必要があるが，本稿ではその成果を部分的に取り入れ，ゲルマ γ

語学の立場からくわしい訳注を添えて，この言語の輪郭を示すことにする。
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ゴヒァリジア諮モーワングガ言 (1) 

2. V.タムス・イエルグンゼンについて@

V.タムス・イェノレグンゼン (V.Tams Jorgensen)は 1924 3見11日，

ブーズムのさ色まれ。ギムナジウム 1942 し，ソ と

なり， 1945 らブライブ、ノレク，キーノレ， コペ

ンハーゲンのそを大学でドイツ諾と英語を専攻。戦後のドイツ，デンγ ーク相

互の確執を体験L，島らデンマ…ク入念樹、先にもつ殺としてデンマークへの

1783-1872) 

間留の哲学者・神学者グ、/レントグィ (N.F. S. Grundtvig 

と博愛主義の思想 (folkelighed)に深い共感を覚え

る。 1950一時金子にかけて友人らとともに雑誌 Frontog Bro -Tidsskrift for 

ny folkelighedーを部刊し，ヨー口ッパの少数民議についての記事を多数掲

載することに尽力する。

いくつかの識を転々とした後(一時，フ口ーニンゲン大学のブザジア諮研

究所 (FryskY nstitut)およびキーノレ大学北フザジア誌研究所の研究員も勤

める)， 1964/65年，ブレットシュテットの北ブリジア語研究所の創設に参与

し，間研究所のブヲジア謬講儲となり， 1971 i手から 1983/84年に病を得て退

くまで，所長の地位にあった。その関， 1968/69年ーから 1984/85年まで河研

究所の雑誌Nordfri部 ischesJahrbuchの編集委員として活曜。 1971年から

はブレンスブルク教育大学 (PadagogischeHochschule Flensburg)のフリ

ジア語講師合勤めた。 1987年4丹19日，ブーズムで苑去。

主

1) Frasch-tjusch-dansch Uurdebok. Hus車工n1955 (19782
• Br話ist.

Nordfriisk Institllut)‘ 

19出年7月31日にとニ…ピ品ノレ/ナイベル (Nieb汲ll/Naibel)で制定された正

、て， ドイツ謡とう〆ンマーグ モーリング方言の

小辞典。約4，000話。語形変化社。発音を指示(とく 西二号…ワ

ング方言合対象。 KatharinaIngwers開および AlbrechtJohimnsen協力。
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2) V. Tams Jorgens巴n，og Teake Ho巴k巴ma. Frisis1王-danskordbog 

med en kortfatt巴tfrisisk formlar巴・ Groningen. Wolters-Noord-

hoff 1968. 

Teake Hoel王巴maen V. Tams Jorg巴nsen. D巴巴ns1←Fryskwurdboek mei 

in koart巴 Deenskefoarmleare.と合わせて 1巻として出版された。西フリ

ジア語ーデンマーク語/デンマーク語一回フリジア語辞典としては今日に至

るまで最大。各部約 9，500語。巻末にくわしし、形態論の解説付。語形変化

付。発音表記なし。

3) Kort sprakeliir foon dat mooringer frasch. Braist. Nordfriisk 

Instituut 19784 (Nachdruck 1986; 1968， 19722， 19763). 

4) "Am di wokalismus foon dat mooringer frasch“. N ordfriesisches 

Jahrbuch. N巴U巴 Folg巴.Bd. 4/5 (1968/69). 92-128. 

「北フリジア語モーリング方言の母音組織についてJo1955年にコベンハー

ゲン大学に提出された下記の学位論文をモーリング方言に訳して発表したも

の。

Vokalismen det nordfrisiske Moring-mal med en undersOgelse 

af problemet v巴dn1'>r巴nd巴 enfast stavemad巴 forsamme dialekt. 

KObenhavn 1955. 

一般に大陸の北フリジア語方言は島の方言に比べて母音組織が複雑である

が，この問題について，とくにモーリング方言の正書法を制定するさいの理

論的根拠を与える目的で、書かれた。国:音聞の対立を「長/短」ではなく， I張

り (spand)/弛み(也nspand)Jという基準で音韻論的に分析。回モーリング方

言を対象。

5) Snaak friisk! Interfriisk Leksikon D巴utsch/Dansk/Mooring/F ering 

トOδmrang)/Sδlring/Halunder/Frysk/English. Braist. Nordfriisk 

Instituut 1977. (19812). 
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ゴとフザグア語3桂一リング方言 (1) 

ゴヒフリジア語の代表的な4.1ザ雷(モ…ザン

ング)方欝， セノレり γグ方雲，ノリレγダ

，ブ且，--!Jング(. .;:c..…ムラ

/レゴラ γト島の北フリジ

ア語))と西ブザジア詩にドイツ諾，デシマーク諮，英議会室長え， 777の

語葉について，各言諮の語形を鱗羅的にi院議したもの。動詞について変化形

を付記。

6) "Tu di nordfrasche Schriwwise“. Alastair Walker/Ommo Wilts 

(Hrsgふ Iデ主iεSlSむhheutふ Beitr義務ezu einer Tagung uber norふ

friesisch巴 Sprach邑 undSprachpf1ege. Schriftenreihe der Al鵠剛

demie Sankelmark. Neue Folge 45/46. 1979. 102-115. 

北ヅリジア 、ての墜代の研究者の意見守ど結介・検討。

7) Kleines friesisches Worterbuch der Nordergoesharder Mundart 

von Ockholm und Lan伊 nhorn. Huuchtjusch-Freesch/Fr歪isch:

mit Hilfe von Johannes Peters告nund Christine Als絡む， hrsg. 

vom Nordfri印 ischenVer邑in. Br誼ist.Nordfriisk Instituut 1981. 

よそーすング方言の話されるベーキシグ、ハルデ (Bokingharde)の密に隣接す

る北ゴ…スハルデ方言(話し手の数約400人， Koop 1991:持参照)

な小辞典。約3500語。 LangenhornとOckholmの二つの村のつきざを詳記。

語形援イヒ付。発音表記なし。

このほかに下記のアシデノレセンやシ品トルムなどの文学作品の北アジジア

-編集がある。なお，業績8(1北フヲジア語の米米についてJ)の

アルブレとト.3ハγゼγ(AlbrechtJohanns巴n，d. J.)は， イェノレゲ

ンゼンが学問よの模範としたブザジア人の著名な教員百・文献学者マある。イ

ェノレゲγゼシは自分の誕生日がアノレブレヒト。主主ハンゼγと開 ζ3月11日

であることを日頃から友人に謡っていたとL、う。

8) Albrecht Johannsen (11. 3. 1888-15. 8. 1967). Am ju tukamst 

foon di nordfra日chespr詮ke. Tuhuupest註ldfoon V. Tams Joト

genseIi. 1978盤 Br立Ist.Nordfriisk Instituut. 
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9) Latje suurte Sambo. F官主tξelt日nma bile foou Hel邑nBan投erman，

Ou♀rse巴tut et Angelsch悦 fter>>1'hξStory of Little Black Sambo<< 

foon 1'ams Jorg♀nsen. Leck. Clausen & Bosse 1971. 

10) Staken 包包b oomrang 1. 1'uupstεld faan V. Tam話 Jorgensen. 

Utjden faan a Oomrang F邑rIan. Braist/B柁 dstedt. Nordfriisk 

Instituut 1974. 

11) 22 Sunge tu jul笥nnai柵iiraw mooringer frasch. Braist/Brξふ

stedt. Nordfriisk Instituut 1975. 

12) Maks an Mooritふ Soowen jungens君主dogefoon Wilhelm Bnsch・

。njtfrasch ou記rseetfoon Ni話 RichardMarcussen.. Bearbeid 
foon V‘1'ams Jorgensen. BraistjBredst母dt.Nordfriisk Instituut 

1980. 

13) 1'un t義昌lefoon Han話 Christian Andersεn aw mooringer frasch 

tuhuupestald foon V. Tams Jorgε郎官n. Br五ist/Bredstedt. Nord-

friisk Instituut 1985. 

14) 1'jin teelen faan Hans Christian Andersen uub fering tupsta註ld

faan V. Tam日Jδrgensen. Braist/Br配色tedt. Nordfriisk Instituut 

1985. 

15) 1'iin tialen fan H設nsChJ匂tianAndersen up solrin祭 tδhopstelt

fan V.てramsJδrgensen. Br芸ist/Bredst日dt. Nordfriisk Instituut 

1985. 

16) Di 1似た玄関welmoonen ta註1for bjarne foon 1'heodor Storm， 

ou君主開位tfoon l'呈msJδrgen日目n./ Der ldeine Hawelmann. Ein 

Kind計約きrchωvon1'heodor Storm. Amrum. Jens Quedens 

1985. 

その{也，数多い議議誌省略する。

{以上， Steensen (1987)， Willkommen (1988) 
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北フザジア諮モーリング方言言。}

3. Jδrgensen (1978今ではとくに脅論ないし正書法と形態誌に記述の

点が誌かれている。このうち正書法がとくに強調されているのは， 1955年7

月31日にニ…ピュノレ/ナイベル (Nieb剖l/Naibe1)で定められた庇護法を普及

させ，定着さ司会ょうという意般からであると思われる。それは「人々に読ま

人々に書かれる設語だけに米米はある。書くものは生き長らえるのであ

る ! J (:Aliine di spr設 watuk 1設asenan schraawen wart， h日日ten 

tukamst. Huum schraft， di b1aft ちというF予言からも廷でとれる。しかし，

この正審法はそ{リング方言?の音韻体系をうまく表わしたものとはかならず

しもいえない。さらに，続編ぞ解説するように，モー1)ン

γ 

なく，大きく東モーり γグガ詮 (Ostermoorinふ O誌)と西モ…リン

(W邑stξ主怒ooring，WM) fこ分かれるの Jδrgensen(1978今は閉そ… F

いない。

したものであるという。しかし，議密な意味ではそうなって

どころか， Wall王位r(1980 a)で、切らかになったように，東西の

ることは費宜的で突状にあっておらず，じっさいには各々の村

らかの点で勢徴的な村独自の設のorfmundart)がある。それは端的

らわれている。このような理由から， Jor・炉問en(1978ちの

音誌ないしIE審法の部分，とくに母音の部分については問聴が多しそれは

器準語がなく，設語規範の織簿な少数言語の集合である北フザジア語のあり

かたに深く器保している。そこで，今西誌 Jorge間的 (19784)にあらわれた

かぎりで簿々の音につし、て箆単な訳抜本f施すにとどめて，音韻{4::系の分析に

ペコL、 なが じること るo

4. 翻訳にあたっては，原則として単語については対￡する識1f~があるか

ぎり， 1祭準ドイツ諮の訳語を付記した。意味・毘法に大きなずれがあ

はvgl.i，?装えた。機準ドイツ語の対応認がない場合，あるいは語形や意味に

ある穣躍をの開きがある場合は， {，民地ドイツ議 (nd.，Niederd岩波tsch)かデン

マーク諮 (da.，dansk)，さらに必要に応じて英語 (engl.，English)，西フザ

ジア語 (wfr.W的 terlauw併 skFrysk)，オラン (nd.ムNederlands)，ス

r7広一デγ語 (5'0.，svenska)，合ノ/レド語 (an.，Altnordisch)などの訳語を
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与えた。ただし，この選択は借用関係を考慮したものではないことが多く，一

部を除いて便宜的である。標準ドイツ語につし、ては訳語の前に hd.(= Hoch-

deutsch)と記していないことが多い。訳注では必要に応じて古フリジア語

(afr.， Altfriesisch)の語形も与えた。低地ドイツ語は北低地ザクセン方言

(Nordniedersachsisch)とし， Lindow (1984)， HartejHarte (19892)から取っ

た。以下で低地ドイツ語という場合は北低地ザグセン方言を指す。をた，t.こ

んにドイツ語とL、う場合は標準ドイツ語を指す。デンマーク語の語形は南ユ

トラシド方言 (sOnderjysk)ではなく，標準デンマーク語 (rigsdansk)であ

る。他の北フリジア語方言での対応語は示さなかったが，これについては

Jorgensen (1981句， Mungaard(1913)を参照されたい。木文中，訳者の手に

よる上記の欧文訳語は斜体字で示した。斜体字になっていない訳語は原文に

あるものである。訳者が添えた木文中のそーリング方言の語形は原文と混同

するおそれがない場合，斜体字にせずに示した，用語や語形などにかんする

簡単な訳注は本文に取りこんだ。巻末の訳注で、は歴史的な説明や他のゲルマ

ン語との比較についても配慮した。なお， Bendsen (1860)と Bauer(1925) 

からの引用例は原則として今日の正書法に修正して示した。

最後に，キール大学北フリジア語辞書編集所とブレットシュテットの北フ

リジア語研究所の諸先生，とくに 1年間にわたってモーリング方言を教えて

いただいた同じくキール大学のハーマン先生 (Fraulngeline Hamann)に

厚く御礼申し上げる。

-72ー



;[1:フリジア語モーリング方言 (1)
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Di mamensprake dat beest alt blaft， 

di framde koon't hart ai liise. 

Di aliine白njuurd an schraft 

koon foljk foon banen wi riise. 

(訳: 母語は永遠に生き長らえ

他国の言葉に屈することはない

母語だけを人々は胸の奥から

文字の形に呼び起こすことができる

Eefter Grundtvig foon 

Albrecht Johannsen 

グルントヴィ

アノレブレヒト・ヨハンゼン訳)

まえがき

この文法書はごく短く，形態論と一部，統語論からもっとも重要なことが

らだけを述べたものである。

最初にかなりくわしく正書法を扱った。フリジア語モーリング方言につい

てさらに知りたい方は，次の二つの著作を参照されたい。

1. Bende Bends巴n; Die nordfriesische Sprache nach der Moringer 

乱1undart，Leiden 1860 (repr. Wiesbaden 1972). 

2. Erika Bauer; Die Moringer Mundart， Heidelberg 1925. 

本書を執筆するさいにお世話になった方々すべてに厚く御礼申し上げる。

本書についてさらに御意見をお寄せいただければ幸いである。人々に読ま

れ，人々に書かれる言語だけに未来はある。書くものは生き長らえるのであ

る 1

v. T. J. 

-74-



北フリジア語モーリング方言 (1)

A.正書法

原則は次のとおり:

1) 短母音には一つの母音字を用いる。

2) 長母音と半長母音にはこつの母音字を用いる。

3) 二重子音はない。

4) 単語はすべて一名詞も含めて一小文字書きをする。

I.母 音く訳注 1)

用例は名詞 (a)，動詞 (b)，形容詞 (c)である。ここでは西モーリ γグ方言

の形を用いるが，それは西モーリング方言が他の諸方言により近いからであ

る。東モーリング方言と西モーリング方言の形に違いがある場合は，東モー

リング方言の形を括弧に入れてつけ加えることにするく訳注'2)。

1. ii長

a) snii雪 Schnee;liiwde愛 Liebe，wfr. leafde; kliiwerクローノミー
さや

Klee， engl. clover; schiis (‘Scheide')鞘

b) biie曲げる biegen;driime夢を見る t1市 lmen;liine借りる，貸す

leihen; liiwe思う g-lauben，wfr. leauwe 

c) riin清らかな rein;spiiかわいし、 da.spad; siir傷ついた nd.seer， 

vgt. ver-sehr-t; wriis怒った ηd.wreet 

2. ii半長

a) iidj泥炭 iilj火 da.ild; biinj巻，リボン Band，足 Bein; schiis 

('Loffel')スプーン da.ske 

b) briidje広げるかぜten;siinje見る sehen;tiinje点火する zunden;

stiitje突く stosen

c) briidj広い breit;hiinj 悪い;自iitji 勤勉な fle~βig; swiitji汗ばん

だ schωω万ig

3. 短

a) bi ミツバチ Biene，da. bi; tid時間 Zeit;dik堤防 Deich;twiwel 

疑い Zωeifel
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b) ride馬に乗って行く reiten;五n巴見つける finden;gripeつかむ

greifen; bliweとどまる bleiben

c) fri自由な frei;rik金持ちの reich;bister怒った da.bister; wit 

白い ωe~β

4. ee長

a) heef海 nd.Haff; beer大麦 engl.bar-ley; blees葉 Blatt;scheew 

テーブノレ vgl.Scheibe 

b) breege割る，こわす brechen; smeele微笑む da.smile; leese 

読む lesen;heew巴持っている haben

c) smeel狭い schmal;eerm貧しい arm;beest最良の best;leest 

最後の letzt

5. ee半長‘

a) neebくちばし da.nab; beedベット Bett;seek袋 Sack;weensdi 

水曜日 engl.Wednesday 

b) seede言う sagen;teeke覆う decken;助ける heelpehelfen; seete 

置く setzen

c) leeft左の engl.left; meek快適な ge-mach;teen薄い diinn;ween 

青い vgl.Waid 

6. e短

a) noome名前 Name;raigel規則 Regel;feriining協会 Verein，da. 

for・ening;radjelse謎 Ratsel

b) schunge歌う singen;walere転がす walzen;ferkuupe売る ver-

kaufen; besake訪れる besuchen

c) benaudむし暑L、，もうろうとした da.benovet; fertriitjlikいやな

verdrieslich; beerfatj巴tはだしの bαヴbβ

7. 泊長

a) staa町Stadt，場所Statte;saadel紙切れZettel;faaderベン Feder;

taalおとぎ話 engl.tale 

b) raagne計算する rechnen;諸国食べる essen; baasie祈る beten;
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str誼誼we努力する streben

c) aad巴l高貴な edel;s泊 ker確かな sicher;aam聞いた offen;staawi 

がっしりした stammig

8. aa長く訳注:開。A.III. 3 a.参照〉く訳注3)

a) taag (taag)ヒツジシラミパェ da.fare-tage;waag (waag)週 Woche;

haar毛 Haar

b) praagele (praag巴le)編む，チクチクする prickeln;faare導く j励ren;

kaare乗り物で行く da.k(;re， vgl. kehren; raareさわる rilhren

c) waar真の wahr;faar強い schaar純粋な schier・

9. a短

a) bradj花嫁 Braut;mak (mak)キス;hangst (haingst)馬 da.hest， 

vgl. Hengst 

b) bage (bag巴)建てる da.bygge; dranke (draink巴)飲むかかzken;latje 

放す，…させる lassen

c) lacht (lacht)軽い，簡単な leicht;ankelt (ainkelt)個々の nd.enkelt; 

watjぬれた da.vad 

10. uu長

a) huuse故郷，わが家 Zu-hause;duuwel悪魔 Teufel

b) b包ue(農作業などの)労働をする;br也也巴からかう nd.brilden 

c) suuniつましい nd.silnig; fuunsch立腹した nd.舟・伽sch

11.也也半長

a) bruudjノ4ンBrot;m包也lj(muul)目標da.mal; d包む死 Tod;sluutj 

堀 nd.Sloot 

b)fuuljeたたむ falten;huulje保つ halten;sch也也lj巴(豚を屠殺する

ときに皮を取りやすくするために)熱湯を注ぐ dα.skolde;出血Jeわめく，

ほえる

c) d包也dj死んだ tod;也包lj古い alt;luusゆるんだ， とれた los;h也出

しわがれた heiser，nd. heesch 

12.包短
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k也雌牛 Kuh;wuf妻 engl.wife， 'vgl. "VVeib; dumpet枕 mus口

Mund， engl. mouth 

a) 

bruke使う ge-brauchen，nd. bruken; jul巴有効で、ある gelten，wfr. )
 

'
D
 

brausen; snuwe鼻息を鳴らす schnauben

ful汚れた，腐ったかul;brun茶色の braun;nusi必要な notig;

ドイツ(人・語)の deutsch

jilde; bruse鳴りひびく

c) 

tjusch 

13. oo長

tjδoge証人 Zeuge;oolフクロウ Eule;ploδmeスモモ Pflaulηe;

rδowカブ Rube

a) 

droog巴乾く，乾かす trocknen;hoole泣き叫ぶ，ほえる heulen;)
 

市

h
u

gr出 te挨拶する grilsen; oow巴練習する紡en

droog乾いたかocken;gool黄色の da.gul; njδδlぎこちなL

slooni迅速な schleunig

14. oo長，開

Vogel; koogen台所 Kuche;Butter; foogel鳥bδδderノくターa) 

koowelスカート sv.kjol， vgl. da. kjole 

gδδgele羽ばたく，舞うkrooge押す hooge喜ぶ nd.hogen; )
 

唱

h
u

gaukeln; toogereためらう zo・'gern

noogen 控えめな ge-nug-sam;mδδlik可能な mo・glich;joor高価c) 

な teuer，wfr. djoel刈 dδow巴lt二重の doppelt

15.δ 短

blodj血 Blut;stolj ¥，、す St叫ん honj手Hand;schork教会Kirchea) 

mδlke手しをしぼる melken;stonje立っている stehen;jordere家畜'
U
 

の番をするんirten;1δre待つ lauern

klok賢い klug;brδk巴tカラフルな da.broget; sloriなげやりなc) 

ηd. slodderich; wδrklik現実の ωirkli・'ch

16. uu長

uug自 Auge;puule杭 Pfahl;luuwe信念 G-laube';uur耳 Ohr

bruuleわめく，ほえるかullen;schuulwe訪問する，訪問を受け
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北フリジア語モーリング方言 (1)

る schuunぬいたわる schonen;uus巴汲む da.c5se 

c) gruu1ikいまわしい greulich;puuriけちな， 1uur1atjちっぽけな nd.

liiurlutt; suurt黒L、schwaJ"Z

17. uu半長

a) kuuch干拓地 Koog;spuuke (車輸の)スポーク Sρ'eiche;kuu1ew 

子牛 Kalb;tuu1i獣脂 Talg

b) huupe積む haufen;kuup巴買うねufen;1uupe走る laufen

c) duuf耳の不自由な taub;struuf張りつめた straff;fuuch不安な

ae. fah; huuch高L、hoch

18. u短

a) schrukポケット u1羊毛，毛糸 Wolle;Wunter冬 Winter;kun-

l王町クモ

b) schude振る schutteln; juchte照らす leuchten，zげト.ljochtsje; 

p1uke摘む pflucken;prung巴交換する

c) rucht正しし、 recht;tjuk厚い dick;dum愚かな dumm;jung若い

Jung 

19. 00長

a) boog住居 vgl.da. bolig; moon巴たてがみ Mahne;floose群れ da.

flok; foosch蛙 Frosch

b) oom巴呼吸する atmen;hoost巴せきをするんusten;roose腐る nd.

7・otten;hoowe希望する hoffen，da. habe 

c) groof荒い grob;froosti冷えこんだ frostig;spootiしみのついた

20. 00半長

a) fooder干し草 woo1ken雲 Wolke;hoo1ting森 vgl.Holz; doom 

ダム Damm

b) 100keおびき寄せる locken;soom1e集める sammeln;hoon1e扱う

handeln; noopeつまむ engl.nip 

c) 100m麻癖した lahm;diiptoochti意味深長な

21. 00長，開

-79ー



北大文学部紀要

a) goobelフォーク Gabel;hood頭 Haupt，da.hoved; spoos楽しみ

Spa.βhoow礼拝

b) woogeあえてーする ωagen，目覚めている ωachen;schoome恥

じる sichschamen; 1王ooneできる konnen;oone予感する ahnen

c) toog堅い zah，engl. tough; sooli至福の selig;broow行儀のいい

brav; spooweltまだらの

22. 0 短〈訳注: “r+子音"の前のみ。A.III. 3 (後出l，b.参照〉

a) bord板，甲板 Bord; storkコウノトリ Storch;korn穀物の粒

Korn; korwかご Korb

b) fordie要求する fordern;borie貸す，借りる borgen;forme形づ

くる formen

c) ork巴l悪天候の stormi嵐の sturmisch;kort短L、kurz

23. aa長

a) schaam巴徴光 Schimmer;saan息子 Sohn，筋，臆 Sehne;waas夫

亡人Witωe;taatj巴父 engl.daddy 

b) spaale遊ぶ sPielen; kaam巴来る kommen;naam巴取る nehmen;

laawe生きる leben

c) laaniしなやかな，すばしこい ωjテ.linich; taasi過敏な slaawiの

ろい

24. a短

a) la大鎌 nd.Lee; madi真昼 Mittag;waning窓;fasch魚 Fisch

b) badeたのむ bitten，物ごいをするおtteln;lade横たわっている

liegen， wjト.lizze; wansche望む w伽 schen;sateすわっている sitzen

c) stal静かな still;waderlik不快な 'widerlich;wanlik親切な da.

venlig; bater苦い，つらい bitter

25. aa長

a) waader水 Wasser;kaag白パン vgl.Kuchen; wraal世界 Welt，

wρ'. wrald; flaasch肉 Fleisch

b) maage作る，する machen;snaake話す nd.snacken; naame名づ
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ける nennen，nd. nomen; swaare da. SValセ

c) naagel裸の nackt，nd. nakelt; maal狂った，怒った， naar狭い，

きつい faastがんじような，しっかりした fest

26. a短

a) jacht狩り Jagd，ヨット Jacht，忙ぎ;jak上着 Jacke;halsのど，

くび Hals;ate祖父

b) fal巴落ちる fallen;wage揺り動かす wiegen;schanl王e贈る schen-

ken; acht巴尊重する，注意する achten

c) swak ~~I，、 schwach; halt足の不自由な da.halt; alwriまじめな

da・alvorlな fat肥えた， JJ旨っこい fett

11. 二重母音

1. ai: dai日 Tag;wai道 Weg;braif手紙 da.brev; tais歯 engl.

teeth 

2. ui: tui 雪解解-け Tatルj，.ト'同叫.

5叩nUl民巴ねじる，巻く da.sno; schuie (馬に)蹄鉄をつける da.sko 

3. oi [ooi]: loi怠惰な wjテ.loai; moi美しい wfr.moai， vgl. nd. 

mot 

4. oi [ai]: woin車 TVagen，"l:ザシ wein;kloi粘土 Klei;floilからざ

お，打穀棒 Flegel;oi卵 Ei

5. ai: bai液果 Beere，ndl. bes， ~斤. bei; braiかゆ Brei;strai藁

Stroh; fraidi金曜日 Freitag

6. au: gauはやい nd.gau; haue打つ，切る hauen;tjauieけんか

をする nau厳密な ge刊 IU

7. ou [au]: gou良い(くmoor.godj) gut; rou休息 Ruhe;broud巴r

兄弟 Bruder;bous巴m 地而 Boden，家畜小屋

8. oi: grδis砂利 da.grus; stjδie振る，捕り動かす;δis軒下のと

い nd.Oo・s;moite苦労 M妨 e，ω'fr.muoite 
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111. 子 音く訳注4>
子音のほとんどは周辺の言語と同様に発音される。

1. j-子音〈訳注:口蓋化子音〉く訳注5>
子音d，k， 1， n， tにはもうひとつ別の発音があり(軟子音J，そのときには

jを加えてしるす:dj， kj， lj， nj， tj。これは，ちょうど jの発音のときと同

じほど舌が口の中で少し高い位置に置かれるという意味である。 {fU:

dat liid歌 dasLied - da t iidj泥炭

di makキスー datakj雌馬 vgl.da. !/g剛et

出血le自転車 engl.wheel <訳注 dat五iljの複数〉一白血lje(車輸

の)リム dieFelgen <訳注:di五iljeの複数〉

liine貸す，借りるんihen- siinje送る senden

hat (人称代名詞)く訳注 :3人称単数仁1:1性生物主格， B. IV. 1.参照>- di 

hatj熱 dieHitze 

2. “sch" 

schの音は，フリジア語く訳注:モーリング方言〉ではドイツ語と同様

に発音される。ただし， 1， n1， n， p， t， Wの前の sはつねに澄んだ(無声の)s 

である。すなわち， schは語頭では母音と rの前にしか来ない。例:

sch: schunge歌う singen; sch包ip羊 Schaf; schδrk教会 Kirche;

schrukポケット

s: slaipe眠る schlafen;smite投げる schmei万四 snaake話す nd.

snacken; spail巴すすくや sμlen;stiitje突く stoseη ，swum巴泳ぐ schwim・

men 

3. “s" 

軟音(有声)の sと硬音(無声)の sがある。その違いは文字には示されな

いく訳注6>。
a) sは母音聞で、軟音として発音されるく訳注7>。例:
Wlse方法，歌 Weise，示す weisen;raise旅行する reisen;biise両方
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beide; tj品seしゃべる;など

b) sは母音の後で、語末に立っときも軟音として発音されることがある。

例:

j也 rais旅行 da.rejse-n; ju smaas鍛冶工場 dieSchmiede; ju rousノ〈

ラ dieRose;など

c) 硬音の sと軟音の sは，単語によって単数と複数で交代することがあ

るく訳注8)。例:

硬音〈訳注:単数〉ー軟音く訳注:複数〉

dat las部分，手足 dasG-lied - da laase 

di smas鍛冶屋 derSchmied - da smaase 

di suus泉 nd.de Soot m. - da suuse 

その他，正書法にかんするいくつかの点について:

1. 単音節語の中には，く訳注:アクセントが置かれると長母音として発

音されることがあっても〉単母音として表記されるものがある。例:

di 定冠詞男性単数 derなど hi人称代名詞3人称男性単数主格 er

de 人称代名詞2人称単数目的格 dich， dir， (deiner); m巴人称代名詞1

人称単数目的格 mich，mir， (meiner); we人称代名詞1人称複数主格 ωir

aw 前置詞: …の上に auf

これはアクセントのない語尾一iにもあてはまる。例:

sanl ゆっくり misti霧のかかった ndl.mistig 

2. r低いJ母音 aa，aa，拍の後に“r+子音"が続く場合，母音字はひ

とつしか用いないく訳注:訳注 92.1. ii参照〉。例:

bj~rn 子供 da. barn; warw (家の土台の)土盛り Warβwark痛み vgl.

da. vark 

3. 今日の発音にならって

a) rの前のかつての複母音 aiは，長母音aaと書くく訳注A.1. 8.参
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照〉。例:

haar毛 Haar;waar真の wahr

b) “r+子音"の前のかつての複母音 ouは O と書くく訳注:A. 1. 22.参

照〉。例:

l王立rn穀物の粒 Korn;storkコウノトリ Storch;storm嵐 Sturm

4. 不定冠詞は enと書く。接続詞〈訳注:ドイツ語の undに相当〉の

ほうは，発音に従って anあるいは anと書くく訳注9)。例:

巴n frasch scholj an (an) en frasch巴n scholjmaister an (an) frasche 

bjarneフリジア(語)の学校とフリジア人の校長先生とフリジア人の子供た

ち

5. 前置詞 forjfoorには for(hd. f11r…のために)と foor(hd. vor… 

の前に)の区別をするく訳注10)。例:

Fo竺 di1. wraalskrich heet foljk al for di frasche sprake uug巴d.第

一次世界大戦以前に人々はすでにフリジア語のために活動した。

6. 外来語はすべてフリジア語く訳注:モーリング方言〉の正書法にあて

はめる。すなわち，発音ど、おりに書く。それが困難な場合でも，やはりフリ

ジア語く訳注:モーリング方言〉式の発音に直して表記する。例:

balkongパルコニ-Balkon; diktiire口述筆記させる diktieren;frak-

sJoon議員団Fraktion;industrii工業 Indωtrie;instituut研究所Institut;

instrumant器具1nstrument; 1王ultuur文化Kultur;militaar軍隊 Militar;

prinsiip原則 Prinzか probl巴emI問題 Problem;redaktoor・編集者 Re-

dakteur; republiik共和国 Reρublik;spioonスパイ Spion;statiif三脚

Stativ; tablat盆 Tablett;wantiil弁 Ventil

7. c(例外:chおよび schでJ，q，β， V， X， y， Zの文字は用いない。
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B.品調

I.冠詞

1.定冠詞

北フリジア語モーリング方言 (1)

性は三種類ある: 男性，女性，中性く訳注11)。定冠詞の形は次のとおり:

単数 di，也， dat;複数 daく訳注12)0{yIJ: 

男 {生 女 {~l: 中 性

単 数 di moon J臼 wuset datbjarn 

del・Mann die FI・'au das Kind 

複 数 da maans da wuste da bjarne 

die fl!Ianner die Frauen die Kinder 

定冠詞にはそれぞれ縮約形がある。例:

男 性 女 性 仁ド 性

単 数 e moon e wuset et bjarn 

複 数 e m続出 e wuste e bjarne 

縮約形はアクセントをもたず，とくに前置詞の後で用いられるく訳注13)。

そのさい巴tは tに短縮され，前置詞とともに書かれる。しかし， -tく訳注:

および一tj)で終わる前置詞の後では etのままである。例:

tu e slachter例肉屋のところへく訳注 tuzu); bai e wail巴潟のとこ

ろでく訳注 baibei，仰);bait waader水辺で;型i!schδlj学校でく訳

注 onjin);豆tj旦 bjarn子供の家でく訳注:atj engl. at) ;主旦 waning

窓の外にく訳注:也taus) 

tは，性と数にかかわらず，母音で始まる名詞の前で、はつねに前置詞の後

につく縮約形として用いられるく訳注14)。例:

δnjt uugen巴目の中にく訳注 uugAugeの複数);bait uure耳もとで

く訳注 uurOhrの複数);awt巴巴kere畑でく訳注 awauf; eeker A.cker 

の複数〉

定冠詞は代名詞として用いられることも多い。例:

Jare bjarne - da san al foont scholj.彼らの子供たちはもう学校から
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帰った

San ate - di as stδrwen.彼のおじいさんは亡くなった

2. 不定冠詞

不定冠詞はすべての性で巴nであるく訳注15>。例:

男性

en moon 

ein Nlann 

II. 名調

1.性

女性

en wuset 

eine 1ろoau

に1" 生

en bjarn 

ein Kind 

フリジア語く訳注:モーリング方言〉の名詞の性は他の言語とは異なるこ

とがある。すなわち，

di hangst馬 vgl.das Pferd; di sprake言語 dieSprache， da. sprog-

et; ju scheew机 vgl.der Tisch， die Scheibe; 包 swuun 白鳥 deJ・

Schwan; dat braif手紙 deJ・Briザ da.brev-et; da t scholj学校 die

Schuleなど

明確な規則は立てられない。いくつかの語についてのみ，どの性をとるか

言えるにすぎない。しかし，これにも例外がある。

男性は次の場合:

a) 自然性が男性であるもの。例:

di moon男 derMann; di dring少年 da.dreng-en; di saan息子 der

Sohn; di kradjerおんどり dikaader雄猫 derKater; di krouer居酒

屋(宿屋)の主人 da.krovart-en 

b) 日，月，季節を示す語。 例:

di weensdi水曜日 da.onsdag・en;di moi五月 derMai; di wunter 

冬 derWinter 

c) 行為く訳注:行為者〉を示す"巴rで終わる語。例:
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di schriwer書き手 derSchreiber; di ruchter裁判官 derRichter ; 

di suter靴屋 derSchuster; di meeler製粉業者 derM似たr;di fascher 

漁師 derFischer; di schouler生徒 derSchulel・

d) ・deで終わる抽象名詞く訳注16>。例:

di langde長さ nd.de Lang(de) f.， ndl. de lengte f.; cli hδδgcle高さ

ηd. deH的;gdef.， ndl. de hoogte f.; di drδδgde乾燥状態 ηd.de Dro・6g-

de f.， ndl. de droogte f.; di liiwde愛 nd.de Le宅fdef.， ηdl. de liefde 

f.; di diipde深さ nd.de Deepde f.， ndl. de diepte f. 

e) -emで、終わる大部分の語。例:

di bous巴m地面 ndl.de bodem m.; di baisemほうき ndl.de be.zem m. 

(ただし， J也 faisemく訳注17>両腕を広げた長さ(約1.8m) engl. fathom; 

ju gaasem両手に一杯(の量);dat huulem藁 derHalm) 

f) -enseおよび喧lseで終わる大部分の語。例:

di fiirense遠方 dieFerne; di likense類似 zげλdege-likens， vgl. das 

G・leichnis;di tjukense/tjukelse厚さ da.tykkelse・n;di grutelse大きさ

die Groβe， wfr. de gruttens; di tunelseく訳注18>腫れ ditakelseな

がえ，かじ棒 dieDeichsel; cli radjelse謎 dasRatsel 

(ただし datspδkelse幽霊 nd.dat Spδkels; dat stark巴lse強さ Starke，

wfλde stel-kens) 

g) -eで終わる大部分の語。例:

di draage竜 del・Drache;di foone (ただし jufoon)旗 dieFahne; di 

fraage (ただし j也 fraag)疑問， 質問 dieFrσge; di gδδme 口蓋 del・

Gaumen; di koie鍵 engl.the key; di soome合計 dieSumme; di stunge 

棒 dieStange 

(ただし datarbe仕事 da.arbeide-t; vgl. die Arbeit; clat aas巴食事 das

Essen; dat moolke ミルク dieMiZch; dat oole社11dasδZ; I中性cJの

項も参照)

女性は次の場合:
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a) 自然性が女性であるもの。例:

ju wuf妻 engl.the ω約，vgl. das Weib，ωjト.it "ωiif; 也 doochter娘

die Tocher; ju foomen少女(ただし datfoomen も可)ω斤• de faam， 

it famke; 也hanめんどり ηd.de I-lehn f; 包 k也雌牛 dieKuh; ju 

soog雌豚 nd.de Soog 

(ただし datakj雌馬 da.og・et)

b) 木を示す語。ただし， -buum (-baum)による複合語を除く。例:

ju iikカシ dieEiche; ju bakj ブナ dieBuche; ju birk白樺 die

Birke; ju剖erハ γ ノキ dieErle; ju faar松 dieFo・hre;ju iiperニレ

ndl. die iep f; ju lan菩提樹 dieLinde 

(ただし diiikenbuumカシの木 derEichenbaumなど)

c) 鳥を示す大部分の語。例:

ju hanニワトリ da.hOne-n; 也 anertアヒル dieEnte; ju goisガチ

ョウ dieGans; 也liipタゲリ ω斤.de ljip; ju looschヒパリ dieLel・che

(ただし difoog巴l鳥 derVogel) 

d) 数を示す語。例:

j包 iinj- die Eins; 包 fjouwer四 dieVier; ju nulゼロ dieNull 

e) -gedで終わる抽象名詞。例:

j也 dδoged徳 dieTugend， nd. de Do・0目g(t)f; j也 hoogedくつろぎ das

Be-hagen; ju daaged繁栄 dasGe-dahen 

(ただし clifooged 代官 derVogt) 

f) -haicl (-heit)で終わる語。例:

ju bliikhaid青白いこと dieBleiche; ju sakerhaid安全，確実dieSicher-

heit; j包 swakhaicl弱さ dieSchwachheit; 

(ただし，軽蔑的に dat claasihaiclく訳注19)気ちがし、じみたこと clat

fδδlihaicl腐敗 Faule)

g) ・ing(・ung)で、終わる抽象名詞。例:

ju foorstaling紹介，観念 dieVorstellung; ju ferhoonling交渉 die

Vel・handlung;ju feriining協会 da.forening-en; 包 iinjing終了 die
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Endung; ju 1iising解決 dieLosung; 也 tising知らせ ndl.de tijding f 

(ただし datmeeting会合 engl. the meeting; dat teering旅行に持参

する)食糧 Weg-zehrung，飲食 Ver-zehr

h) 場所あるいは職業を示す -rai(-1・ei)で、終わる語。例:

ju brauerai醸造業(所)die Brauerei; ju branerai蒸留業(所)die 

Brennerei; ju waawerai織物業(所)die Weberei 

(ただし datkriimerai小売業(庖)die Kramerei一「中性fJの項も参

照)

中性は次の場合:

a) 方角。例:

dat norden北 ndl.het noorden， vgl. der Norden; dat aasten南 ndl.

het oosten， vgl. der Osten 

b) 大部分の国や地名。例:

dat grut Rus1onj大きなロシア dasgrose Ru.βland; dat rik Aaderstaa 

豊かなアイダーシュテット dasreiche Eiderstedt; dat unroui Weester1onj 

騒がしいヴェスターラント dasum・uhigeWesterland 

(ただし j也 Swaitsスイス dieSchweiz;ロTurkai トルコ dieTurkei) 

c) 大部分の物質名詞。例:

dat go1j金 dasGold; dat sta1j鉄く訳注 datstoo1鋼鉄 derStahl); 

dat sonj砂 da.s正l1ld-et;da t aase食事:das Essen; da t u1羊毛 dieWolle; 

dat moo1k巴ミルク dieMilch; dat ruum巴クリーム derRαhm 

(ただし di1doi粘土 derKlei; di saisチーズ deTK.ase) 

d) 名詞として用いられた場合の -nで終わる動詞く訳注20)。例:

dat kaaren乗物で行くことく訳注 kaare乗り物で行く da.kOI・e);dat 

buuen (農作業などの)労働く訳注 :b也ue(農作業などの)労働をする);dat 

be1aawen体験く訳注 be1aawe体験する nd.belebenJbeleven) 

e) ・duumく訳注21)(-tum)および -schapく訳注22)(-schaft)で終わる

語。例:
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dat ainduum財産 dasEigentum; dat hiirtuchduum公園 dasHerzog-

tum; dat krastenduumキリスト教 dasChristentum; dat loonschap景

色 da.landskab-et; dat frunschap友情 dieF1・eundschaβ，親戚 dat

seelschap社会 da.selskabィt

f) 軽蔑的な意味をもっ場合の・rai(-rei)で終わる語く訳注23)。例:

dat njaaserai遅鈍，ためらい vgl.nd. nodelη のろのろする，ためらう;

da t sliireraiおべっか dattiiwerai盗み dieDi・'eberei

g) 本来は男性あるいは女性で，何か小さなものや軽蔑的なものを表わし

たい場合に用いる語。例:

dat hun小犬く訳注 dihun犬 derHund); dat mansch(e)奴，娼婦

das Menschく訳注 dimansch(e)人間 derMensch) ; dat wusetあまく訳

注:ju wuset女の人〉

2. 格

a) 名詞は属格で喝をとる。これはじっさいには人の場合にしかあらわ

れない。人名く訳注:伝統的な洗礼名〉あるいは親族名称 (taatje父，など)

のときは，・(e)nsをつけ加えるく訳注24)。例:

naibers hus隣人の家く訳注・ naiber隣人 Nachbar);atens pupおじ

いさんのノ4イプく訳注 ate祖父 Gro.βvater);mamens hulおかあさんの

帽子(頭巾)く訳注 mam母 Mutter)

しかし，たいていは所有代名詞 (sin(sein)など)あるいは前置詞 foon

(von)を用いる。例:

uusen naiber sin hus私たちの隣人の家 Antjehar spaltjuchアンチェ

のおもちゃ dafeene foon Suselswarwシュゼルスヴェルヴく訳注:架空

の地名〉の牧草地

b) 人名く訳注:伝統的な洗礼名〉の場合く訳注:および親族名称の場合〉

には，く訳注:対応する標準ドイツ語で〉与格あるいは対格のときく訳注:す

なわちモ{リング方言で目的格のとき)，や)nを用いるく訳注25)。例:

Waat du Taatjen dat d也包nj? 君はおとうさんにそれをあげたいのか
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Haast du Patjern sanj? 君はペチァーを見かけたか

We haawe ninte foon Hansen hiird. 私たちはハンスのことは何も聞

いていない

c) 若干の語には古い格語尾がまだ残っているものがある。

前置詞 tu(vgl. zu)の後で同Sを伴うものく訳注:かつての属格〉。例:

tu diks提防のところでく訳注:dik提防 Deich);tu 1uups離れてく訳

注 1uup走り Lauj);tu mδdjs…の気持ちで zumuteく訳注 modj気

持ちぬ.mod); tu weeds競ってく訳注 weed賭〉

前置詞 am(vgl. um)の後で -emを伴うものく訳注:かつての与格〉。例:

am daiem昼間にく訳注 dai昼 Tag);am nachtem夜にく訳注 nacht

夜 Nacht);am wunt巴rem冬にく訳注 wunter冬 Winter)

(ただし ameenmen晩にく訳注 een晩 Abend))

3. 複 数く訳注26)

a) 大部分の名詞は複数で・eをとる。例:

di hun犬 derHund、-da 凶 ne

j包 scheewテープ、ル vgl.die Scheibe - da sch巴ewe

dat uurd語 dasWort - da uurde 

すでに -eがある場合はそのままである。例:

di bδre農夫 derBauer - da bore 

di wai1e潟 dieWehle - da wai1e 

cli take1s巴ながえ，かじ棒 dieDeichsel - da take1se 

b) -巴1，-em， -en， -er， -et， -ewで終わる語で、はたいてい子音の前の eが

落ちる。例:

di fδδge1烏 derVogel - da foog1e 

di baisemほうき ndl.de. bezem m. - da baisme 

di koogen台所 ndl.de keuken f - da kδδgne 

di maister親方 derMeister - da maistre 

jロwuset女の人-da wUst巴
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dat kuulew子牛 dasKalb - da kuulwe 

c) 複数で -neをとる語があるく訳注27)。例:

di brouder兄弟 derBrudel局-da broudern巴

ju suster姉妹 dieSchwester - da susterne 

j也 doochter娘 dieTochter - da doochterne 

ju mamく訳注28)母 diel'vlutteJ・-da mamne 

di mansche人 deJ・ Mensch-da mansch(e)ne 

di gooner雄のガチョウ-da goon巴rne

di naiber隣人 derNachbar - da naiberne 

これには次の場合が含まれる:

di hiire主人，紳土 derHerr - da hiirne 

dat uug目 dasAuge - da l1ugene 

dat stuk部分，個 dasStuck - da stoogne 

dat st泊場所 dieStatte - da staagne 

d) 複数で -(n)s巴をとる語がある。例:

di jl1nge少年 derJuηge - da jl1ngense <訳注 dajung巴nsも可〉

di kjarl男の人 derKerl - da kjarlseく訳注・ da1王jarlsがふつう〉

e) 複数でーingeをとる語があるく訳注29)。例:

dat hus家 dasHaus - da husinge 

dat krus壷，かめ da.krus・et- da krusinge (clt.‘Krug') 

cli mus日 derlvIund， engl. the mouth - cla musinge 

cli tun庭 ndl.de tuin m. - da tuning巴〈訳注30)

dat schrunひっ derSchrein - cla schruninge 

dat iir年 dasJahr - cla iir(i)ng巴

f) 唱がつくと硬子音く訳注:無声子音〉が軟子音く訳注:有声子育、に

交替する語が相当あるく訳注:訳注8参照〉。例:

dat braif手紙 derBri，宅f， da. brev-et - da braiwe 

di tiif泥棒 derDieb - da tiiw巴

ju grouf溝 derGraben - cla grouwe 

-92ー



北フリジア語モーリング方言 (1)

di plouf鋤(!)der Pflug - da plouwe 

di krouf居酒屋 dα.kro-en - da krouwe 

dat gr巴ef墓 dasGrab - da greewe 

dat ruufかせ，より糸の東一 daruuwe 

dat tiich 太腿(~) engl. the thigh - da tiige 

これには次の場合も含まれる。

dat lmifメス nd.dat Knief - da kniwinge 

dat schuf引き出し Schub-lade，nd. de Schuuf f - da schuwinge 

dat reefきつね da.rav-en - da raaw巴

ju steef樽板 da.stav-en - da staawe 

di krich戦争 derKrieg - da kr巴巴g巴

di stich小道 derSteg - da st巴eg巴

di twich枝 derZweig - da twe巴g巴

dat feekロッカ - das Fach - da faage 

dat schap船 dasSchiff - da schaawe 

dat schap戸棚 nd.dat Schapp - da schaawe 

datく訳注:原文の datは誤植>bad 水浴，入浴 dasBad - da baase 

dat las部分，手足 nd.dat Leed - da laase 

di smas鍛冶屋 derSchmied - da smaase 

dat lduus衣服 dasKleid - da kluuse 

di suus泉 nd.de Soot m. - da suus巴

dat swees刈り取った草(穀物)の束(列)der/das Schwad - da swaase 

di trees歩み derTritt - da tr泊目

dat f巴巴t(とくにミルクを入れる)桶 da.fad・et- da faase 

dat fat桶 dasFaβ-da faase 

dat spat槍 nd.dat Spitt - da spaase 

g) その他の特殊な複数形く訳注31>。例:

dat biinj足 dasBein - da biine 

di stiinj石 derStein - da stiine 
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di/dat diilj部分 der/dasTeil - da diil巴

dat五ilj自転車 engl.theωheel - da五ile

di stδljいす derStuhl - da stoul巴

dat scholj学校 dieSc似た -daschoule 

dat bδlj小屋-da boul巴

ju dolj境界-da doule 

dat malj食事 dasMahl - da mail巴

dat akj雌馬 vgl.da. og-et - da al王e

di fotj足 derFuβ-da fatj 

j也 gδlSカ恭チョウ nd.de Goos f. -da gais 

j也 ku雌牛 dieKuh - da kee 

di schouf靴 derSchuh - da schuur 

di dai日 derTag - da deeg巴

di wai 道 der Weg - da w巴巴ge

di moon男の人 derMann -da m品目〈訳注:今日では dakjarlsが

ふつう〉

h) 単数と複数で形が同じ語がいくつかあるく訳注32)。例:

ju bi ミツパチ da.bi・en- da bi 

dat schaip羊 nd.dat Schaajう-da schaip 

dat swin豚 da.svin-et - da swin 

dat gris子豚 da.gris-en - da gris 

j也 musネズミ da.mus-en - da mus 

j也 lusシラミ da.lus-en - da lus 

di tais歯切'gl.engl. the teeth - da tais 

量を示す場合に同様の変化をする語:

く訳注:原文の datschan皮 da.skind-et - da schanは誤植と思われ

る〉

dat paar対，組 dasPaar - da paar 

j也 markマルク(貨幣の単位)die Mark - da mark 
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dat p也nポンド(重量単位)das Pfund - da pロn

dat iir年初斤.jier， ndl. het jaar - da iir 

III. 形容調

1.“ 

語尾.吃E は複数と男性でで、あらわれる。例:

男 1生 女 性

単 数 di uulje moon ju krunk wuset 

der alte lVIann die kranke Fmu 

複 数 da uulje maans da krunke wuste 

die alten Manner die kra町長enFrauen 

凶 ljemaans krunke wuste 

alte Manner kranke Frauen 

中 性

dat latj bjarn 

das kleine Kind 

da latje bjarne 

die kleinen Kinder 

〈訳注:以上，弱変化〉

latje bjarne 

kleine Kinder 

く訳注:以上，強変化複数〉

形容詞が名詞として用いられる場合も同様である。例.

男 性 女 性 中 1生

単 数 die首也lje ju krunk dat latj 

der Alte die Kranke das Kleine 

複 数 da uulje da krunke da latje 

die Alten die Kranken die Kleinen 

〈訳注:以上，弱変化〉

これは所有代名詞，指示代名詞，人称代名詞が前に来るときも同様であ

るく訳注33>。例:

也也senaine wai私たち自身の道く訳注 ain自身の eigen>; junk naie 

staiwleあなたたち二人の新しい長靴く訳注 nai新しい neu>;dideere 

grute kjarlあの大きな男の人く訳注 grut大きい gro.β>;dadeer latje 

kruleあの小さな花々く訳注 latj小さい nd.lutt; 1臼也l(e)は今日ではふ
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つう krδl(e)と書く);ik巴巴rm巴moon哀れな男の私く訳注:巴erm哀れな

αrm) ; we rike bore豊かな農夫の私たちく訳在 rik豊かな reich)

だれかに話しかけたり，手紙を書いたりするときも同様である。例:

Liiwe brouder!愛する兄(弟)よく訳注 liiw巴←liif親愛な lieb)~ Liiw 

suster!く訳注 34)愛する姉(妹)よ Liiweal巴rn巴!愛する両親へ

2. 語尾 -enは男性で，不定冠詞の後と anく訳注:数詞 engl.one)およ

び nanく訳注:否定冠詞 kein，vgl. engl. none)の後であらわれる。く訳注:

強変化単数。強変化複数の例はB.III. 1.の表を参照〉例:

男 性 女 仕ム 中 まム

en uuljen moon <訳注35)en krunk wuset 

ein alter lYlann eine kranke Frau 

巴nlatj bjarn 

ein ldeines Kind 

an uuljen moon iinj krunk wuset iinj latj bjarn 

(同上) (向上 L向上)

narr uuljen moon 

kein alter lvlann 

niinj krunk wuset niinj latj bjarn 

kein kleines Kind keine kranke Frau 

形容調が単独で名詞(単数)に付加された場合も同様である。例:

むuljenwin as bees t. 古いワインは最高だ

3. “同s".11ラ

形容調が不特定の意味で foole(viel)， ninte (nichts)， dat (das)， wat ((巴t)-

was)の後に来ると -8が付加されるく訳注36)。例:

foole nais多くの新しいことく訳注 nal新しい neu);ninte arjs阿の

悪いことも(…なL、)く訳注 arj険悪な arg);dat gous良いこと，善意，

幸運く訳注 gous←gδdj良い gut);wat包也ljs何か古いことく訳注:uulj 

古い alt)

4. ヶゼロ形

形容詞は単独でく訳注叙述用法で〉用いられる場合は無変化である。例:
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Di moon as uulj.その男の人は年をとっている-Da maans san包也lj.

その男の人たちは年をとっている

J也wusetas krunk.その女の人は病気だー Dawuste san krunk. そ

の女の人たちは病気だ

Dat bjarn as latj. その子供は幼い-Da bjarne san latj. その子供た

ちは幼い

形容詞 st拍kels(哀れな da.stakkels)はけっして語尾をとらないく訳注:

da. stakkelsも無変化〉。例:

di staakels dring哀れな少年一 dastaakels manschne哀れな人々

5. 他の変化

形容詞が語尾をとらない場合も含めて，名詞の場合と同様に，硬子音く訳

注:無声子音〉は変化のさいに軟子音く訳注:有声子音〉になることがたび

たびあるく訳注37)。例:

Di buum as huuch. その木は高い-di huuge buum高い木

J也wus巴tas duuf.その女の人は耳が不自由だー juduuw wuset耳の

不自由な女の人

Dat biinj as stif.足がっつばっている-dat stiw biinjつっぱっ足

Da kluuse san brδket.それらのドレスはカラフルだ-da brokede 

lduus巴カラフルなドレス

同様の変化をする形容調には次のものがある:

groof， -we粗雑な grob;liif， -w巴愛すべき lieb;kiif， -weうんざりし

た da.ked; struuf， -we張りつめた straff;fuuch， -ge不安な ae.fah; 

driich，開ge十分な，がんじような ruch-rooge粗いrauch;bluch-blooge 

内気な sv.blyg; 1包むく訳注:[s])ーluuseく訳注:[zわゆるい lose;回世出

く訳注 [s])-snuuseく訳注:[z])清潔な

これには次の場合も含まれる:

Hi as godj. 彼は善良だ-di goue moon善良な男の人

Dat as kδlj.寒い-di koule wunt巴r寒い冬
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Dat as nooch.それで、十分だ-Dat san nooge. それだけいれば十分だ

nooch (ge-nug， nd. noog)は形容詞の後に来ると enoochとなれ形容詞

とともに一語で書かれる。例:

Hi as gouenooch/ starkenooch. 彼はとても善良だ/とても力が強い

6.比較

一般に，比較級では"巴r(巴)く訳注:今日では -erが一般的〉く訳注38)，最

上級ではー(e)stく訳注39)が付加される。例:

grut大きい gros

tjuk厚い dicll

faastしっかりした fest

比較級

gruter (e) 

tjuker (e) 

faaster (e) 

最上級

grutst 

tjukst 

faastest 

最上級が単独でく訳注:叙述用法で〉あらわれる場合には， しばしば am

を伴った形が用いられる。例:

am grutstenもっとも大きい amgrosten; am tjukstenもっとも厚L、

am dicksten 

特殊な7肢をもっ語がいくつかある。例:

原 級 比較級 最上級

godj良い gut baader (e) beest 

arj険悪な a1・g eere eerist 

出 lj古い αlt aler (e) alst 

lait少ない da.lidt maner(e) manst 

foole/maning多い mor maast 

viel/da.刀zegen

lung長い lang langer (e) langst 

eeder早い engl.ear-ly l1r jarst 

laa(s)遅い nd.laat laaser (e) <訳注40) leest 

nai近い nahe nare naist 

五ir速い fernwjト.fier fare farest <訳注41)

(時間的に)
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同様に

liif/hal好ましい liiwer(e) 

lieb/da. komp. hellere 

huuch高い hoch huuger(e) 

stifこわばった steif stiwer (e) 

lu包sゆるい lose luuser (e) 

kolj寒い知lt kouler (e) 

broketカラフルな da.broget brokeder (e) 

変化するときには原級と同じ規則に従う。例:

liifst 

huuchst 

stifst 

luusest 

koulst 

br白k巴tst

di jarste moon最初の男 enbaadern woinより良い車;包也senalste 

saan私たちのいちばん年上の息子

IV.代名詞

1.人称代名詞

単数 1人称

2人称

3人称 男性

〈訳注42)女性

中性〈訳注:有生〉

主格

ik 

d江

hi 

JU 

hat 

目的格

立le

de 

ham 

har 

ham 

中性〈訳注:無生) dat <訳注:et) dat <訳注:et， re.fl. ham) 

〈訳注43)

複数 1人称 we us 

2人称 Jam Jam 

3人称 Ja jam(ja) <訳注:訳注48参照〉

双数 1人称 wat unk 

2人称 Jat junk 

a) Huum as deer? (だれですか)という問いにたいしては次のように

答えるく訳注44)。

Dat as me!私です vgl.engl. It's me!あるいは

な ban't!私です!りgl.Ich bin's! 

b) hatは名詞が人あるいは動物を表わすときにだけ用いられる。例:
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Hu uulj as dat bjarn? Hat as fiiw iir. その子供はいくつですか。 5

才です。

c) 双数の watとJatは2人の人について用いるく訳注45)。例:

Min wuf an ik - wat haawe fjou巴rbjarne. 妻と私には子供が 4人し、

ます。

d) フリジア人く訳注:モーりング方言の話し手〉は年下か自分と同じ年

齢の人にはだれでも duと言う。年上の人には名前あるいは Hi/Juを用い

るく訳注46)。例:

Wal Taatje m巴h田 lpe? おとうさん，手伝ってくれる?

Wal Hi me heelpe ? 手伝っていただけますか

He巴tKatriin dat al sanj? カトリーンさんはもうそれをごらんになり

ましたか

H巴etJu dat al sanj? 貴女はもうそれをごらんになりましたか

e) ham hδδge (喜ぶ nd.sik hogen)， ham tu包nj(自分の体を洗う da.

to sig)などの動詞く訳注:再帰動詞〉にはつねに人称代名詞を用いるく訳注

47)。例:

ik hoog me私はうれししっ hihooget ham彼はうれしがっている;ju 

hooget har彼女はうれしがっている jahoog巴jamく訳注48)彼(女)ら

はうれしがっている

同様に

Dat drait ham. それは回っているく訳注 drai巴回す drehen)

Dat ferstoont ham <訳注49). それは自明だく訳注:f巴rstonj巴理解する

'verstehen) 

(ただし ¥Ve/Jam/Jaferstonje巴nouder<訳注50).私たち/君たち/彼ら

は互いに理解し合っているく訳注 enouder互いに(相互代名詞)einander) 

f) 人称代名詞にはく訳注:前接的， enlditisch)な縮約形のあるものが

いくつかあるく訳注51)。
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単 数 3人称 男性 hi 'r 

ham 'n 

女性 JU '8 

har '8 

中性 hat etf't 

ham 'n 

dat etj't 

複 数 2人称 Jam 'm 

3人称 Ja '8 

Jam '8 

この形はおもに人称代名詞が動詞の後，あるいは接続詞，副詞く訳注:関

係副詞や疑問副詞)，代名詞く訳注:関係代名詞や疑問代名詞〉の後に来る

ときに用いられる。また， d包は動詞などの後に来るとしばしば落ちる o 例:

羽Tal'r makaame ?彼はいっしょに来たがっているのかく訳注 wal←wale

..したい ωollen)

Haast'n sanj ?君は彼に会ったかく訳注 haast←h巴巴we完了形の助動詞

haben) 

Koon's ai luupe ?彼女は走れないのかく訳注 koon←koone…できる

ko・nnen)

Dat bjarn schrait; heet et ham fl.icht brand ? その子供は泣いている;

ひょっとしてやけどでもしたのだろうかく訳注 heet←heewe完了形の肪

動詞 haben)

Wan'm dat for me duunj? 君たちはそれを私のためにしてくれようと

いうのかく訳注 wan←wale…したい τvollen)

vVan's ai ma? 彼らはいっしょに来たくはないのかく訳注 wan←wale

…したい wollen)

Ik liiw ai， dat'r kamt. 私は彼が来るとは思わないく訳注:dat…とい

うこと daβ〉

Ik wiitj ai， weer's booget.私は彼女がどこに住んでいるか知らないく訳

注 weerどこで wo)
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Waat ma? Su koost kaame. 君はいっしょに来たいのか。だったら来

ればいいく訳注 waat←wale…したい wollen;koost← koone…でき

る初nnen)

2. 非人称代名詞

~l~人称代名調は dåt (da. det)であるく訳注 52)。例:

Dat tuit. 雪解けになるく訳注:tuit←tuie tauen) 

Dat snait. 雪が降るく訳注 snait←snai巴 schneien)

Dat rint. 雨が降るく訳注 rint←reeneregnen) 

Dat luunt ham ai. それはやってもむだだく訳注 luunt←luunelohnen) 

これは deer(da. der)としてもいいく訳注 53)。例:

Deer wus iinjs巴nen kining. あるとき王様がし、た

D巴erwart ferteeld…(…と)語られている

Deer wart said …(…と)言われている

D巴ersan manschne， wat uler tuhiir巴. けっして耳を貸そうとしない人

たちがいる

3. 所有代名詞

男性単数 女性/中性/複数

単 数 1人称 man mlll 

2人称 dan din 

3人称 男性 san Slll 

女性 harn har 

中性 san Slll 

複 数 1人称 百日sen 百世s

2人科、 Jarnge Jarnge 

3人称 Jare Jare 

双 数 1人称 l1nken l1nk 

2人称 jl1nken jl1nk 

Jarngeと jareを除くすべての所有代名詞には二つの形がある。ひとつは
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所有代名詞が男性名詞く訳注:単数〉に付加される(あるいはその代用となる)

場合に用いられる。もうひとつは女性，中性，複数で用いられるく訳注54)。

例:

manfdanなど brouder

私の/君の 兄(弟)

minfdinなど suster

私の/君の 姉(妹)

minfdinなど hus

私の/君の 家

tbrouderne 

minfdinなど{susterne 

(同左) I 
¥husinge 

Dan stδlj as meekliker as man. 君・のいすは私のよりもすわりごこちが

し、L、

Jarnge stoule san meekliker as uus. 君たちのいすは私たちのよりもす

わりごこちがいい

人を叱責したに哀れむ場合にも所有代名詞を用いる。例:

Dan grute slungel! このでくの棒め!

Din st品kelsfoomen! かわいそうな女の子!

4. 指示代名詞

定冠詞 (di(der)など)にも指示的な意味はあるが，これにもeer(e)ある

いは・deer(巴)を付加することもできるく訳注55)。例:

diheerefdideere stolj 

この/あのいず

juheerfjudeer scheew 

この/あの テープソレ

datheerfdatdeer braif 

この/あの手紙

5. 疑問代名詞

fstoule 

daheerfdadeer I 
〈訳注:出h悶仰d閉め)scheewe 
同左 l

~bräiwe 

a) 人や物事についてたずねる場合，疑問調は huum(だれ，非所有格J，

huums (巴n)(だれの，所有格)く訳注 huumsen男性単数jhuums女性・中

性単数および複数)， wat (何)であるく訳注56)。例:
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Huum heet dat said? だれがそう亘ったので、すか

Huum haast du spraagen ? だれに面会したので、すか

Ma huum haast du snaaked ? 君はだれと話したのですか

Huumsen h包nheet de ban ? 君-はだれの犬が君にかみついたので、すか

Huums hus as dat? これはだれの家ですか-Huums bjarne san 

dat? これはだれの子供たちですか

Wat jeeft et tu nachtert? 夕食は何ですかく訳注:et jeeft (…が)あ

る esgibt， je巴ft←jeewegeben)く訳注目〉

b) 人や物事がどのようなものかたずねたい場合，疑問詞は huk(en)く訳

注58)(どの)く訳注 huken男性1件数/huken女性・中性単数および複数)，

wat for(n) (どの，どのような ωωfur(un)))， hu'n (同左)である。例:

Huken hangst haast d也 kaaft? 君はどの馬を買ったのですかく訳注:

hangst馬，男f生 da.hest) 

Wat for'な泊nh自ang肝sthaast d也 fe巴r止k王a柏aft? 君はどんな馬を売つたので

Huk bδ6伽rde町rh泊s坑ttu fおerk王α印uup巴n? 君君.はどんなノ〈タ一を売叶ているの

でで、すかく訳注:biδ3δde目rパタ一，中性 Butter)

Wat for booder haast tu ferkuupen? 向上

疑問調が単独であらわれる場合は hukenan(どの(ような)人/もの，こと，

男性単数);hukeniinj (同左，女性・中性単数);hunan (同左，男性単数)，

huniinj (同左，女性・中性単数)となる。例:

I-Iukenan (hunan) maast liifst lise ? 君はどの(男の)人がL、ちばん好き

ですか

c) 驚きを表現したい場合には huk(en)!く訳注 hukenは男性単数/huk

は女性・中性単数および複数〉となる。-Wu・

I-Iuken toot! なんという騒ぎだ!く訳注 toot騒ぎ，男性〉

Huk gδδ1 booder! なんと黄色いノミターだろう!く訳注:bδδderバタ

ー，中性 Butter)
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6. 関係代名詞

a) 人く訳注:有生〉の場合

主格/対格〈訳注:目的格> wat <訳注59>

属格 huums(en) <訳注 huumsen男性単数(huums女性・

中性単数および複数〉

与格〈訳注:前置詞格> foon(ma (など)+huum<訳注60>

weer… foon(ma (など)<訳注 foon…について

von(ma…といっしょに Jnit>

例:

di moon， 

男の人 lwtdMnjh 
(ソノ人が)それをやった

wat ik sanj haaw 

私が(ソノ人ヲ)見Tこ

ju wuset， 

女の人

dat bjarn， 

子供

子供たち

たつや
ヒ

を

7見

れ

屯

そ

ヲ

一

"
却
を

w
チ

凶

η
…
出
タ

1

1

、

.
町
チ
ハ
リ

い

出

タ

知

ん

t
人

目

ト

ぃ

h

由

j

k

が

:

ゾ

:

r

h

剖

ぐ

副

主

w

w

 

J
S
E
B
E
E
E
E

，，e句、E
E
E
E
E
E
a
a
t

da bjarne， 

di moon， huumsen woin ik liinjd haaw私が(ソノ男ノ人ノ)車を借り

た男の人く訳注 woin車，男性 "VVagen>

j包 waas，huums hus ik kaaft haaw私が(ソノ未亡人ノ)家を買った未

亡人く訳注 hus家，中性 Haus>

dat bjarn， huums alerne storwen san (ソノ子供ノ)両親が死んだ子供

く訳注 alerne両親，複数 Eltern>

da wuste， huums maans tu siie faare (ソノ妻タチノ)夫が航海に出て

いる妻たちく訳注 m抽出夫，複数 Ma・nner←moonMann> 

di dring， wat ik en mark danj haaw私が(ソノ少年ニ)1マルクをあげ

た少年

di moon， ma huumik snaaked haaw私が(ソノ人トj話をした男の人

く訳注:今日では稀な構文〉
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(di moon， huum ik ma snaaked haaw)向上く訳注.今日ではほとんど

用いられない構文〉

Ik kan di mansche ai， weer jam foon snaak巴く訳注61). 私は君たち

が(ソノ人ニツイテ)話をしている人を知らない

b) 物事く訳注:無生〉の場合

主格/対格〈訳注:目的格> watく訳注:前文全体を受ける場合にも用いる〉

属格 weerfoon， weer…foon <訳注62>

く訳注:foon…の von>

与格〈訳注:前置調格> weer… foon/maなど

例:

〈訳注 foon…について von/ma…といっしょに

mit> 

dat hus， wat deer laitそこにある家

dat hus， wat ik kaaft haaw私が買った家

dat hus， weer ik j也 dδδrfoon maaged haaw私が(ソノ家ノ) ドアを

作った家く訳注:原文の datは誤植〉

Heer as di woin， weer's ma kiimen san. ここに彼(女)らが(ソノ車デ)

やってきた車があるく訳注:'8は人称代名詞3人称複数主格 Jaの縮約形。

B. IV. 1. f参照〉

7. 不定代名詞

不定代名詞は huum<訳注63)(man， jemand)く訳注:総称的，個別的〉

あるいは白ljk(man， vgl. Volk)く訳注:総称的〉としづ。例:

Huum wiitj uler， hu hi dat miijnt. 彼がそのことをどう思っているの

かはまったくわからないく訳注 huum総称的 man)

Huum schal ham δnj acht naame. 気をつけたほうがいいく訳注:

huum総称的 man)

Deer as uler huum ine. だれか家にいたためしがないく訳注 huum

個別的 jemand)
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Huum motj et duch danj he巴we! だれかがそれをやったにちがいない

く訳注 huum個別的 jemand>

Foljk sait dat hi ai fali wis as. 彼はあまりりこうではないといううわ

さだ(人は…と言っている)く訳注:fδljk総称的 man>

8. その他の代名詞く訳注64>

a) ark (en)それぞれのく訳注 arken男性単数/ark女性・中性単数>; 

arkenanそれぞれく訳注:男性単数>;arkiinjそれぞれく訳注:女性・中性

単数〉。例:

arken manscheどの人もく訳注 mansche人間，男性 Mensch>

ark foom巴nどの女の子もく訳注 foomen少女，女性・中性 ωifJ・J白αmう

ark hus各家く訳注 hus家，中性 Haus>

Dat wiitj arkenan. それはだれでも知っている

中性名詞によっては arksを用いることもある。例:

arks iir毎年 arkstooch毎回

b) suk (en)そのような solcか，engl. suchく訳注 sul王印男性単数/suk

女性・中性単数および複数>;sun同左 soein(e); sukenanそのようなもの

solch einer， engl. such a oneく訳注:男性単数>; sukeniinj同左solcheine(s)， 

engl. such a oneく訳注:女性・中性単数>;sunan同左 soeinerく訳注:

男性単数>;suniinj同左 soeine(s)く訳注:女性・中性単数〉。例:

suk巴nwinそのようなワインく訳注 winワイン，男性 Wein>

suk bruudjそんなパγ く訳注:bruudjパン，中性 Broot>

sun moon/wuf/husそういう男の人(夫)/妻/家く訳注 moon男の人(夫)，

男性 Mann;wuf妻，女性 engl.wグみ

Sukenan/Sunan wal ik ninte ma tu douen h巴ewe. そんな人とは私は

かかわりあいたくない

c) nanどんな…も(…なし、)kein， engl. noく訳注:男性単数>; niinjど

んな…も(…なし、)kein(e)， engl.ηoく訳注:女性・叶=1'1生単数および複数，訳

注目参照>;niimenだれも(…なし、)ni・'emand。例:
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nan saldootどの兵士も(…なL、)く訳注 saldoot兵士，男性 Soldat)

niinj scheewどのテープ、ルも(…ない)く訳注 scheewテープ、ル，女性

vgl. Scheibe) 

niinj husどの家も(…なし、)く訳注 hus家，中性 Haus)

niinj bokeどの本も(…なし、)く訳注:bδke本，複数←bδkB叫ん〉

Niimen koon ham wat liireだれも彼に何かを教えられない

naane manscheは「だれも(…なし、)kein MenschJの意味く訳注 n品目

はこの表現でしか用いられない〉

d) 品lすべての all-く訳住 3性共通単数);ale同左 alleく訳注:複

数);alesすべての物(事)allesく訳在:中性単数独立用法);altumaaleす

べて，いっしょに αllzumalく訳注:副詞〉。例:

Aal man goue win as spulen. 私の上等のワインは全部こぼれてしまっ

たく訳注 winワイン，男性 Wein)

Aal sin schaip san dranged. 彼の羊はすべて追い立てられたく訳注:

schaip羊，複数←schaipSchaf> 

Aal dat giilj heet'r ferspaaled. 有り金すべてを彼はすってしまったく訳

注 giiljお金，中性 Geld)

Ale manschne mδnje starwe. 人間は皆，死すべきものである。く訳注:

manschne人間，複数←manscheMensch) 

Dat as ales， wat ik haaw. これが私のもっているすべてだ

We san altumaal巴 seenere. 私たちは皆，罪人である

巴) hu若干(の);sam同左 engl.some.。例:

Ik haaw hu sparie schin， ouers竺竺 wjarnnuch ai duudj，as ik's 

apsoomeld. 私はすずめを何羽か撃った。しかし，集めたときには何羽かは

まだ死んでいなかった

f) foole多くの viel;maning同左 manch，engl. many; maningenan 

多く，大勢 mancheinerく訳注:男性単数);maningiinj同左 manche仇e(s)

く訳注:女性・中性単数〉。例:

Ik haaw foole giilj utdanj. 私は多額の金を使ったく訳注 giiljお金，
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中性 Geld>

H包 foole?- S也 foole. どのくらい多くですかーこのくらい多くです

Hi heet maning boke laas巴n. 彼は本を伺冊も読んだく訳注 :bδke本，

複数←bokBuch> 

H也 maningbjarne haast ? 君は何人子供がいるかく訳注 bjarne子

供，複数←bjarndα. barn> 

Maningenan miinjt wuner， wat'r as. うぬぼれている人聞はかなりいる

く訳注 miijnt wunerうぬぼれている meint，wunder(s)> 

V.数詞

1.基数

1 iinj <訳注:女性・中性，単独><訳注65)， an <訳注:男性〉

2 tou <訳注:女性・中性，単独>， twaar <訳注男性>， twane (zu) zweit， vgl. 

da. tvende <訳注66>

3 trii <訳注:女性・中性，単独>， tra <訳注:男性>， tran巴 (zu)dritt， vgl. da. 

trende 

4 fjouer 

5 五ier

6 seeks 

7 soowen 

8 oocht 

9 nuugen 

10 tiin 

11 alwen 

18 oochtain 

19 nuugentain 

20 twunti 

30 dorti/dorti <訳注:後者が一般的〉
〈訳注67>

40 faarti/fjarti <訳注:前者が一般的〉

50 fufti 

60 susti 

70 soowenti 

12 tweelew/tweelwen <訳注:後者が一般的〉

13 tratain 80 tachentiω'fr. tachtich， ndl. tachtig 

14 fjouertain 90 naagenti 

15 fuftain 

16 seekstain 

17 soowentain 

100 hunert 

1000 duusend 

1000000 miljoon 

1から 3までの数には， 修飾を受ける語が男性のときに特別の形がある。

例:
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an moon男1人，男性一 iinjwuset女 1人，女性 iinjbjarn子供1

人，中性

twaar m拍 ns男2人ー touwuste女2人 toubjarne子供2人

tra m抽出男 3人一 triiwust巴女3人， trii bjarne子供3人

(ただし， di iine moon 1人(片方)の男， j也 iinwuset 1人(片方)の女，

dat iin bjarnく訳注68)1人(片方)の子供)

twaneと traneは人についてく訳注 :2人で， 3人で，という場合〉のみ

用いられる。例:

Ja wjarn man ma en twane， trane kiim巴n，wat wanj ja walj utruchte ? 

彼(女)らはたった 2，3人で、やって来たが， いったい何をするつもりなのだ

ろうく訳注 ndl.met z'n tweeen， drieen) 

1978年 nuugentainhunert(an) oochtansoowenti neunzehnhundert司

achtundsiebzig 

2.序数

1. di jarste 7. di soowente 

'2. di laadere vgl. engl. the latter <訳注:- 8. di oochte 

般的に「第二の」の意>， oudre der andere 9. di nuugente 

〈訳注:二者択一の場合>， tw巴edder zweite 10. di tiinte 

〈訳注:1次のjの意> 11. di alwte 

3. di treede 12. di tweelewte 

4. di fiirde 13. di tratainste 

5. di fufte 以下… ste

6. di seekste(suste <訳注:前者が一般的〉

序数詞は形容詞と同じ変化をする。例:

di jarste (dai) onj e moune月の最初の日く訳注 dai日，男性 Tag)

en oudern 巴en 次の晩く訳注:巴en 晩，男性 ω斤• jun) 

j也 treeddoochter三番目の娘く訳注 doochter娘，女性 Tochter)

dat ouder hus aw e leeft sid左側の二番目の家く訳注 hus家，中性

Haus，原文の ouerは ouderの誤植〉
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物事を数えあげるときには次のようにいう:

1. fort jarst第一にく訳注:fort←for+dat) 

2. fort ouder第二に

3. fort tr巴巴d第三に，など

3.分数

1/2 en huulew ein Halb 

1/3 en treedepart engl. a third伊 rt(以下同様)， en treedendiilj ein Drittel 

en treesing 

1/4 en fiirdepart， en fiirdendiilj， en五irding

1/8 en oochtepart， en oochtendiilj 

1 1/2 ouderhalwen anderthalb 

2 1/2 treedhalw巴nvgl. zτ:veieinhalb 

3 1/2 五irdhalwenvgl. dreieinhalb 

4. 数副詞

h也 oofting?(どのくらい頻繁に)/h也 maningtooch? (何回)， という聞

いには次のように答える。

iinjs巴n<訳注69)(iinj tooch) 1回 engl.once， vgl. einmalく訳注 tooch

回，中性〉

twaie (tou tooch巴)2回 engl.twice， vgl. zωeimal 

traie (trii tooch巴)3回 engl.thrice， vgl. dreimal 

fjouer tooche 4回 vgl.'uiermalなど

また，

ankelt 1倍 da.enkelt 

doowelt 2倍 da.dobbelt 

trδδwelt 3 f音 da.tredobbelt 

VI.動調

1.弱変化動詞

弱変化動詞は過去形でー(e)dをとるものをいう。例:
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fraageたずねる fragen<訳注:第l不定調〉ーtufraagen 

〈訳注目>zu jト'agen<訳注:第2不定詞〉
fraag! 

ik fraag 

du fraagest 

hi/何hatfraa巴E

we/watl 

jam/jat} fraage <訳注目〉

Ja 

過去形 ik fraaged 

現在分詞

過去分詞

現在完了形

過去完了71ラ

未〈未訳来来注形形目EI 〉

条〈訳件注形74I〉

条件形E

受動態 不定詞

現在 if;

過去形

現在完了形

など

d也 fraagedst

hifju/hat fraaged 

we/wat) 

jam/jat i fraageden 
Ja 

fraagen (d) 

fraaged 

ik haaw frååg~ など〈訳注 hääw habe←heewe haben> 

ik hai fraagedなどく訳注 haihatte← heewe haben> 

ik ward fraageなど〈訳注 wardτ:verde-warde werden> 

ik ward fraaged heew巴など

ik word/walj fraageなどく訳注 wordwurde← warde 

werden; walj wollte←wale wollen> 

ik word/walj fraaged heeweなど

fraaged warde <訳注 wardewerden> 

ik ward fraagedなどく訳注 wardwer・de←wardeωerden>

ik word fraagedなど〈訳注:word wurde←warde werden> 

ik ban fraaged wordenなどく訳注 banbin←weese sein> 

a) ーie，ーle，帽me，-ne <訳注75)，-re， -w巴で終わる語，または -eが複母

音に続く語では，変化のさいにー巴が落ちる。例:
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fulie続く，従う folgen -f臼litfolgt 以下同様-fulid folgte， gefolgt 

以下同様

teele数える zahlen - teelt 

bjarseleブラシをかける bursten- bjarselt 

klameはさむ klemmen 一klamt
s討tame町reもどる 5必ta仰11

kane生日つている ken附1口nen

hi“ir閃e関く ho紛ra仰n Z 
一-stamert 
- kant 

- hiirt 

taiwe待つ nd.toven ー taiwt<訳注76>

daie栄える，成長する nd.diegen - dait 

brau巴(ピーJレ)を醸造するbrauen- braut 

roue休む ruhen

tuie雪解けになる tauen

一-rout 
- tUlt 

- teeld 

- bjarseld 

- klamd 

- stamerd 

- kand 

- hiird 

- taiwd 

- claicl 

- braud 

- roucl 

- tuicl 

b) -ffi巴あるいは -neが子音 (r以外)に続く語では，ー巴ffi-あるいは聞enー

となることがあるく訳注77)。例:

bloosme花が咲く cla.blomstre bloosemt bloosemd 

gaasmeあくびをする gahnen gaasemt gaasemd 

raagne計算する cla・regne raagent raagencl 

sikneため息をつく cla.sukke sikent sikencl 

ただし

wiirme暖める ωarmen 、;vIirmt wiirmcl 

c) 正書法の原則では，現在形は -(e)tとつづり，過去形と過去分詞は

や)dとつづるく訳注78)。例:

fraageたずねる fragen ー fraaget - fraaged 

fulie続く，従う folgen ー fulit - fulicl 

kane知っている kennen- kant - kand 

d) 上記の規則に従って変化しない弱変化動詞はすべて巻末の強変化動詞

一覧表に含めて記載してある。

'2.強変化動詞

強変化動詞とは過去形で母音が交替するものをいう。次の例で下線の引い
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てある四つないし五つの形がわかれば，変化させることができるく訳注79)。

例:

能動態不定詞 siinj見る sehen<訳注:第1不定詞〉

- tu豆主主〈訳注80)zu sehen <訳注:第2不定詞〉

命令形 sii! <訳注81)

現在形 ik sii 

du schuchst 

hi/ju/hat schucht <訳注82)

we/wat) 

jam/jat > siie 

Ja 

過去形 ik sach 

du sachst 

hifju/ha t sach <訳注83)

we/wat) 

jamfjat} sachen 

Ja 

現在分詞 siien{d) 

過去分詞 sanj <訳注84)

現在完了形 ik haaw sanjなど

過去完了形 ik hai sanjなど

未来形1 ik ward siinjなど

未来形1I ik ward sanj heeweなど

条件形 1 ik word/walj siinjなど

条件形1I ik word/walj sanj heeweなど

受動態不定詞 sanj warde 

現在形 ikward sanjなど

過去形 ikword sanjなど

現在完了形 ik ban sanj wordenなど

など

3. 不定詞

a) 動詞には三つの不定詞がある:1) -eで終わるものく訳注:以下，第1

不定詞と呼ぶ)， 2)や)nで終わるものく訳注:以下，第 2不定詞と呼ぶ)，
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3)語尾のつかないものく訳注:以下，第3不定詞と呼ぶ〉。例:

第1不定詞 第2不定詞 第3不定詞

fraageたずねる fragen fraagen - fraag 

wunere不思議がらせる ωundern wunern wuner 

b) 第 1不定詞が特別な形になる動詞がいくつかある。例:く訳注:第 1

不定詞(第2不定詞)の11頃う

siinj (siien)見る sehen;fuunj (fouen)得る da.fa， vgl. j.σngen; tu也nj

(touen)洗う da.toなど

c) 第 1不定詞は次の動詞の後で用いられる:

doreあえて…する engl.dar・e;ward巴…だろう ωerden(wirdfwurde); 

l王oone できる初nnen;latje させる lassen;mooge好む mδ'gen;

motje …しなければならない lnussen，…していい schale …するべきだ

sollen; tore (否定で)…する必要はない， (bloot(s) blosfmanとともに)…し

さえすればいしっ wale…したい wollenく訳注:原文の kaameは誤植と思

われる〉

Ik dor et ai woog巴. 私はあえてそれをやろうとは思わない

D也 koostninte fuunj. 君は何ももらえないく訳注 koost←koone)

Latj de heer ai wider siinj! 二度とここに姿をあらわすな!

Maist m巴lise? 君、はぼくのことが好きなのかく訳注 maist←moog巴;

lise leiden) 

Mδtj ik dat bδk liine ? この木をお借りしていいですかく訳注 mδtj←

mδtj巴〉

Hi schal ham t包包nj. 彼は体を洗わなければならないく訳注 schal←

schale) 

D色 torstas wider kaame. 君は戻ってこなくても¥，，¥，、く訳注 torst←

tore) 

We wan tuhus kaare. 私たちは家に帰りたいく訳注 wan←wale)

Ja warde jam wunere. 彼らは不思議に思うだろう
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d) 第2不定詞は単独であらわれるときく訳注85)，または tu(zu)および

動詞 bliwe(bleiben)， heewe (haben)， hiire (horen)， siinj (sehen)， kaame 

(kommen)の後に来るときに用いられる。例:

Douen an fouen hiire tuhuup巴.もちつもたれつく訳注 douen←duunj

やる nd.doon， vgl. tun; fouen←fUUnJもらう da.fa， vgl. fangen; hiir巴

tuhuup巴互いに関係がある gehorenzusammen) 

Heer as nint巴tuhaalen. ここでは何もできないく訳注 asist←w回目

sein; haalen←h品leもって来る，到達する holen)

Ik bliw sat巴n. 私はすわったままでいるく訳注 saten←sat巴すわってい

る sitzen)

Du haast gδdjsn品ken.君は何とでも言えるく訳注:haast hast←h巴巴w巴

haben; snaaken←snaake言う nd.snacken) 

Ik hiir ham laaken.私には彼が笑うのが聞こえるく訳注 laaken←laake

笑う lachen)

Schuchst ham raan巴n? 君-には彼が走っているのが見えるかく訳注:

schuchst siehst (du)←siinj見る sehen;raanen←raane走る renllen)

J也 kamtluupen.く訳注86) 彼女は走って来るく訳注 kamtkommt← 

kaame来る kommen)

e) 第 3不定詞は“tu十第 2不定詞"のかわりに anの後で用いられるく訳

注87)例:

/an laak atj. 
Dat as nint( 

¥atj tu laaken. 

これは笑いごとではないく訳注 laake-laaken-laak笑う lachen)
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4. 助動詞

a) 竺竺竺 seinく訳注:命令形 wees!)く訳注88)

現在形 ik ban 

du bast 

hijju/hat/dat as 

過去形 ik wus 

du wjarst 

hi/ju/hat/dat wus 

we/wat) we/wat 1 
jam!.iat> san jam/jat ( wjarn 

Ja Ja 

現在完了形 ik haaw waan (ik ban waan) <訳注89>など

過去完了形 ik hai waan (ik wus waan)など

など

b) heewe habenく訳注:命令形 h巴ew!)く訳注90)

現在形 ik haaw 過去形 ik hai 

du haast 

hijju/hatjdat heet 

we/wat) 

jam/jat} haawe 

Ja 

現在完了形 ik haaw hadjなど

過去完了形 ik hai hadjなど

など

d包 haist

hi/ju/hat/dat hai 

we/wat) 

jamfjat} hain 

Ja 

c) warde werdenく訳注:命令形 ward!)く訳注目〉

現在形 ik ward 過去形 ik ward 

du warst du wardst 

hi/ju/hat/dat wart hijju/hat/dat w白rd

jam/jat} warde jam/jat> warden 

Ja Ja 

現在完了形 ik ban wardenなど

遇去完了形 ik wus wardenなど

など

その他の助動詞，すなわち koone，mooge， mδtje等は巻末の強変化動詞

の一覧表に記載してある。、
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5. 不規則な変化をする強変化(および弱変化)動詞一覧表

a) 現在形3人称単数で母音(二重母音を除く)の直後に -tがある場合，

その -tは二人称く訳注:単数〉でも保たれる。例:

hi tr巴et彼は歩くく訳注 treet←tre巴se歩く，進む treten)一品 treetst

君は歩く

hi schut彼は撃つく訳注 schut←schiitje撃つ schi・'esen)- du schutst 

ただし， hi sait彼は言うく訳注 sait←seede言う sagen)- du saist 

君は言う

b) 3人称の形が -stで終わる場合は2人称も同形である。例:

hi last彼は苦しんでいるく訳注 last←lise苦しむ leiden)ー加 last

君は苦しんで、いる

hi mast彼は撃ちそこねるく訳注 mast←mase撃ちそこねる)durnast 

君は撃ちそこねる

c) 上記のほかに変化をする場合はその旨を付記する。複合動詞は一覧表

には記載していない。以下，アルファベット順に一覧表を示すく訳注92)。

(第 1/第 2)不定詞 現在形 過去形 過去分詞

aase eet at] ln 

食べる essen

baag巴 baaget bδk baagen 

(パンなどを)焼く backen (baaged) (baaged) 

bade badet baid bin 

たのむ bitten

barje barcht burch burgen 

救い出す bergen，収穫する

beere bjart bjard bjard 

運ぶ da.bare; (貯金)をおろす

b巴faale befeelt b巴falj befeelen 

命令する bifehlen
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begeere b巴gjart begjard begjard 

欲しがる begehren

b巴reese bere巴t bereet bereet 

整える，用意する bereiten

biidje but bu也dj bin 

提供する bieten

bin巴 bant bun bunen 

結ぶ，巻く binden

bite bat biitj ban 

噛む be~βen

bjarste bjarst burst bursten 

破裂する bersten

b1adje b1eet b1巴et b1eet 

出血する bluten

b1iw巴 b1aft bliif blaawen 

とどまる bleiben

bradje br巴巴t breet breet 

卵を暖める bruten

breeg巴 breecht brak braagen 

折る，こわす brechen

briidje braat braat braat 

広げる breiten

bringe brangt broocht broocht 

持っていく bringen

clii1e dii1jt clii1jcl dii1jcl 

分ける teilen

diirwe cliirft dδrw dorwen 

窮乏する dm"ben

clooge clucht duuch claagen 
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役に立つ taugen

dδre 

あえてーする engl.dare 

dranke 

飲む trinken

dranke 

北大文学部紀要

dδrt 

drankt 

drankt 

おぼれる，おぼれさせる da.dmkne 

dreege dreecht 

運ぶ tragen

く訳注 dringe drangt 

突き進む dl・ingen

driwe draft 

追い立てる treiben

duunj/douen く訳注:1. dou) 

やる(する，与える)

ηd. doon， vgl. tun 

2. daast 

3. d巴et

faare 

く訳注:pl. doue) 

fjart 

連れて行く，導く fuhren

faare 

行く，すばやく動く fahren

fadje 

fart 

feet 

養う，育てる engl.feed， vgl. futtern 

fale 

落ちる fallen

farke 

falt 

farkt 

(干し草〉を熊手で持ちあげる engl.fork 

fergδlje (fergeele) ferge巴lt

金メ y キをする vergolden
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duurst 

drunk 

drangd 

drouch 

drangd 

driif 

dai 

pl. dain 

fjard 

fard 

(foor) 

feet 

feel 

furk 

fergeeld 

duurst 

drunken 

drangd 

draagen 

drangd) 

draawen 

danj 

fjard 

fard 

(faaren) 

feet 

feelen 

furk巴n

fergeeld 



ferjeet 

北フリジア語モーリング方言 (1)

ferjatj ferjeese 

忘れる vergessen

ferliise ferlust 

失う vel・lieren.nd. verlesen 

fertriitje fertrut 

不愉快な気分にする verdriesen

五ne farit 

見つける finden

fl巴巴te fleetet 

動かす，引越す da.flytte 

自iinjjfliien 自ucht

飛ぶ fliegen

flii tje flut 

流れる fliesen

fniise fnust 

くしゃみをする niesen，vgl da. fnyse 

(fniiset) 

fr巴ese freet 

がつがつ食べる， (動物が)食べる j均'ssen

friise frust 

こごえる frieren，nd. T官印

fuunj/fouen <訳注1.fou 

得る da.fa，

vgl. fangen 

2. faist) 

3. fait 

く訳注:pl. foue) 

gnt]e gut 

注ぐ giesen

glide 

すベる gleiten

glat 
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ferluus 

fertrilutj 

fun 

fleet 

自uuch

fluutj 

fn也us

(fniised) 

fratj 

fr包也s

fung 

guut] 

gliidj 

ferjin 

ferlaasen 

fertrin 

funen 

fleet 

flaagen 

n
 

・14u
 

fnaasen 

(fniised) 

frin 

fraasen 

fungen 

glll 

glan 
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gmse gnast gnl1S gnaasen 

こする da.gnide 

grale gra1t graid graid 

(草や毛などが)茂る，のびる engl.grow (granj) 

greewe greeft grouf graawen 

掘る graben

gnp巴 grapt grl1p gram 

つかむ gr可fen

gr包ne grunt grun(d) gri1nen 

(穀粒を)ひく，製粉する engl.grind 

gunge gungt gmg gmgen 

行く gehen，isl. ganga 

haue haut houf houen 

なぐる，たたく hauen (haud) (haud) 

heele heelt halj heelen 

隠す hehlen

heelpe heelpt hulp hi11pen 

助ける helfen

く訳注 heew巴前出B.VI. 4. b参照〉

hiinje hant hand hand 

起こる da.hande 

hiitj巴 hat hatj hatjen 

(‘heiβen') ..という名である，命令する

hiitje hiit hiit hiit 

(‘heizen')暖房する，熱する

hinge hangt hangd hangd 

掛ける hangen

hunge hungt hung hungen 

掛かっている hangen
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北フリジア語モーリング方言 (1) 

h包包1je halt hu1 hu1en 

保つ halten

nnJe ant and and 

終わる，終える enden

iirwe (arw巴) arewt arewd arewd 

受け継ぐ 0・ben

Jeewe jeeft jaif jaawen 

(家畜にえさを)やる， (トランプのカードを切って)配る etjeeft存在する

vgl. es gibt 

joogeく訳注93> jucht 1uuch 1aagen 

うそをつく lugen

kaameく訳注94> 1. kam kδm kiimen 

来るおmmen く訳注:命令取 kam!> 

ndl. komen く訳注:2. kamst> 

3. kamt 

く訳注:pl. kaame> 

kaare kjart kjard kjard 

(車で)行く da.kore. vgl. kelwen 

kiime kamt kamd kamd 

(髪を)とかす M・mmen

k1inge k1angt k1angd k1angd 

月鳥る klingen 

knees巴 kneet knatj knin 

練る kneten (kneeset) (kneesed) 

lmeet巴 I王neet kneet kne巴t

結ぶ knoten (kneetet) (1m巴eted) (kneeted) 

1mipe knapt kniip ~lmim 

つねる，つまむ kneifen

koone く訳注:1. koon> koo koot 
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…で、きる konnen 2. koost 

3. koon 

kriipe 

く訳注:Pl. koone) 

krupt 

はう engl.creep， vgl. kriechen 

kringe krangt 

押しこむ

krumpe krumpt 

縮む，身をかがめる krumpfen，krummen 

kuupe kaaft 

買うおザm

lade lait (lait) 

横たわっている liegen，engl. li・6

latje leet 

pl. koon 

kruup 

1王rangd

krump 

kaaft 

lai 

pl.lain 

leet 

leede lait 

ーさせる lassen，(気持ちを)静める，…のように見える

laid 

横たえる legen，engl. lay 

leefte leeft 

持ちあげる da.lofte， vgl. luften 

leese le巴st

集める，読む lesen;積む laden

liine liinjt 

貸す，借りる leihen

linge langt 

手をのばす，届く langen

lise last 

苦しむ，耐える leiden

luup巴 lapt 

走る，歩く laufen
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luft 

(leefted) 

lois 

liinjd 

langd 

liis 

p
 

"
U
 

1
1
 

krim 

krangd 

krumpen 

kaaft 

lain 

le巴t

laid 

luften 

(leefted) 

la誼sen

liinjd 

langd 

laasen 

lim 



北フリジア語モーリング方言 (1)

matJe me巴t meet 

会う，当たる da.mode， engl. meet;測る messen

meere mJart 

増やす ver-mehren

mnne く訳注 1.miinj 

思う metnen 2. miinjst> 

3. miinjt 

く訳注 pl.miine> 

く訳注 mnse避ける meiden mast 

minge mangt 

混ぜ、る mengen;ためらう

moog巴 1. mai 

好む magen 2. maast 

3. mai 

く訳注 :pl. mooge> 

mjard 

miinjd 

maasd 

mangd 

maa 

pl. maan 

meet 

mjard 

miinjd 

maasen> 

mangd 

maat 

motje く訳注:1. motj> 

…しなければならない 2. mδist 

moostく訳注95>moost 

く訳注:〆.moosten> 

mussen; していい

naame 

3. motj 

〆monje
1. nam 

く訳注:命令形 nam!>

取る nehmen;理解する く訳注 2.namst> 

3. namt 

く訳注:ρl.naame> 

neere nJart 

養う，育てる nahren

niitJ巴 nut 

享受する，楽しむ ge-niesen，da. nyde 

num 

njard 

n也也tJ

δnjstringe strangt onj strangd onj 
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n包立len

njard 

nln 

onjstrangd 
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緊張させる αnstrengen

pnse prast prns praasen 

ほめる ρreisen (priset) (prised) (pris巴d)

raane rant rand rand 

走る rennen;流れる rinnen

raareく訳注 96) ]art jard jard 

触れる，動かす ruhren

radje reet r巴巴t r巴巴t

助言する raten

く訳注 r巴ene nnt rind rind) 

雨が降る regnen

ride rat riidj ran 

馬に乗って行く reiten

rmge rangt rangd rangd 

(鐘が)鳴る da.ringe 

く訳注 ringe rangt rangd rangd) 

格闘する ringen

nwe raft riif raawen 

裂く da.rive， vgl. reiben 

sake s巴巴cht soocht soocht 

探す suchen (s巴巴cht) (s巴巴cht)

sanke sankt sunk sunk巴n

沈む sinken

sate sat satj sln 

すわっている sitzen

く訳注 schaafe schaaft schuf schaam) 

創造する schaffen

schale く訳注:1. schal)く訳注1.schδlj) scholjt 

...するべきだ 2. schaat 2. schoist 

~i26ー



北フリジア語、モーリング方言 (1) 

sollen;…だろう 3. schal 3. scholj 

。19l.shall pl. schan pl. schonj 

scheelwe sch巴elewt schulw schulwen 

震える da.skalve 

く訳注 scheene schiint schind schind) 

光る，…らしく見える scheinen

sche巴re skjart skjard skjard 

(ナイフで)切る，刈る da.skare， vgl. scheren 

schiinj/schaien schait schaid schaid 

起こる geィchehen ぐ訳注:pl. schaie) (schanj) 

schiinje schant schand schand 

汚す schanden

schiise schat schiitj schaas 

離す scheiden

schiitj巴 schut sch也也tj schin 

撃つ schiesen

schite schat schiitj schan 

うんこをする schei芳朗

schride schrat schriidj schran 

ゆったりと歩く，進む schreiten

schriwe schraft schriif schraawen 

書く schreiben

schrump巴 schrumpet schrump schrumpen 

縮む，しなびる schrumpfen

schung巴 schungt sung sungen 

歌う singen

schuwe schuft schuuf schaawen 

押す schieben，nd. schuven 

seede く訳注:1. seed) saa said 
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言う sagen， 2. saist ρl. saan 

ω介 slzze 3. sait 

く訳注 :pl. seede> 

く訳注 seete seet seet se巴t>

置く，すわらせる setzen

siinj/siien く訳注1.sii said said 

(‘saen')手重をまく 2. saist> (sanj) 

3. sait 

く訳注:ρ'l.siie> 

siinj/siien く訳注:1. sii sach sanJ 

(‘sehen')見る 2. schuchst> 

3. schucht 

く訳注:ρl.siie) 

slmJe sant sand sand 

送る senden

s1aipe s1巴巴pt s1aip s1aipen 

眠る schlafen

s1anke s1ankt s1unk s1unken 

飲みこむ schlingen

s1ide s1at s1iidj s1an 

i骨る engl.slide 

s1inge s1angt s1angd s1直ngd

巻きつける schlingen

s1ipe s1apt s1iip s1im 

研くー schleifen

s1ite s1at slii tj s1an 

(‘sch1eisen')失う，むしる

s1ite s1ut s1uutj s1in 

(‘sch1ieβ巴n')閉じる，終える
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sl色色nj/s1ouen sloit slouf sloin 

たたく，打つ schlagen

sm巴ere smjart smjard smjard 

塗る schmieren

smue smat smntj 日立lan

投げる schmezβen

smulte smultet smult smu1ten 

溶ける，溶かす schmelzen (smu1t巴d) (smulted) 

snatje sneet sneet sn巴巴t

鼻をかむ schnellzen

snls巴 snast snns snaasen 

切る schneiden

snuwe snuft snuuf snaawen 

荒い鼻息をたてる schnallben

spane spant spun spunen 

(糸を)紡くや spinnen

spi1e spalt spu1 spu1en 

こぼす，こぼれる da.s1うilde，engl. spi・u
sp1ite sp1at sp1iitj sp1an 

割れる，裂ける nd.splieten， engl， sρ.fit， vgl. spalten 

spranke sprankt sprangd spranged 

(水を)まく，注ぐ (be-)s]うrengen

spreeg巴 spr巴echt sprak spraagen 

話す sprechen

spriidje spraat spraat spraat 

まき散らす da.s1うrede，vgl. spreizen 

spnnge sprangt sprung sprungen 

はねる s1りringen

starwe steerft storw storwen 
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死ぬ sterben

steege ste巴cht stak staagen 

(‘stecheが)刺す

steege steecht staich staagen 

(‘st巴igen')のぼる，おりる

st巴ele steelt stalj ste巴len

盗む stehlen

stlltJe staat staat staat 

突く stosen

stjunke stjunkt stunk stunken 

臭い stinken

stonj巴 stoont stoo stllnJen 

立っている stehen pl. stδon 

stride strat striidj stran 

争う streiten

strik巴 strakt striil王 straagen 

なでる，研ぐ streichen

st也we stuft stuuf st泊wen

飛び散る stieben

sup巴 s也pt suup S1江1

がぶがぶ飲む， (動物が)飲む saザ切

sweeg巴 sweecht swouch swaagen 

だまる schweigen (swaich) 

sweere sWJart swjard swjard 

誓う schwaren (swjarn) 

swme swant swun swunen 

11Mえる，弱まる schτvindeη

く訳注 swinge swangt swung swungen) 

ゆする，振り動かす schwingen
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SWlse swast SWllS S可'laasen

焦がす da.svide 

tanke tankt toocht toocht 

考える denken

tantje tanJt toocht toocht 

思われる dunken

teere tJart tjard tjard 

弱める，食いつくす zehren

tiinj/tiien tjucht tuuch taagen 

引く ziehen

tl1nJ巴 tant tand tand 

(火が)つく， (火を)つける zunden

tlitJ巴 tJut tu包tJ tm 

泣きわめく da.tude 

tjarsche tjarscht tursch turschen 

打穀する dreschen

tδre， tort tuurst tuurst 

(否定で)ーする必要がないただ)…しさえすればし巾、

treese treet tratJ trm 

歩く，進む treten

tnmJ巴 trant trand trand 

(糸を)巻く

tune tunt tun (d) tunen 

ふくらむ，腫れる

tuunj/tou巴n twoit touf twom 

洗う da.to (twoid) 

tweene twant twun twunen 

(糸を)より合わせる da.tvinde 

twinge twangt twung twungen 
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強いる zwingen

twlte 

彫る，けずる

市vaas巴

知っている

wlssen 

waks巴

成長する wachsen

北大文学部紀要

(twangt) 

twat 

1. wiitj 

2. wiist 

3. wiitj 

〆wllse
wakset 

twiitJ 

wust 

w也l王S

wale く訳注:1. wal) く訳注1.walj) 

ーしたい

wollen 

2. waat 

3. wal 

pl. wan 

く訳注 warde 前出 B. VI. 4. c参JlIi¥)

watJ巴 we巴t

ぬらす da.vade 

weege W 巴echt

..の重さがある，重さを測る ωiegen

weere wJart 

逆らう wehren

く訳注 w回目前出 B. VI. 4. a参照〉

可、rveewe weeft 

織る，編む weben

WllTIJ巴 want 

裏返す，向ける wenden

wllrwe wiirft 

宣伝する τverben;買い物をする

市Vln巴 want 

巻きつける ωinden

-132ー

2. waist 

3. walj 

pl. wanj 

weet 

wouch 

wjard 

waif 

(wouf) 

wand 

wurw 

wun 

twan 

wust 

wuksen 

waljt 

we巴t

waagen 

wjard 

waaw巴n

wand 

wurwen 

wunen 
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wnnge 

しぼる wringen

wnse 

こする da.vride 

wude 

(水の中を)歩いて渡る τ:vaten

wune (wane) 

勝つ，獲得する gewinnen

文法用語

articulus 

substantivum 

genus masculinum 

femininum 

ー neutrum

casus nominativus 

gemtivus 

dativlls 

一 accusativus

numerlls singularis 

adjectivum 

adverbium 

pluralis 

dllalis 

gradus pOSitiVllS 

comparativus 

sllperlativus 

pronomen 

pronomen personale 

wrangt wrangd 

wrast wrns 

wudet wud 

want wun 

slachtuurd 

noomeuurd 

hislacht 

juslacht 

datslacht 

1. fal 

2. 

3. 

4. 

iinjtal 

mδrtal 

toutal 

baiuurd 

amstandsuurd 

1. grood 

2. 

3. 

staasuurd 

persδonlik staasuurd 
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wrangd 

wraasen 

wuden 

wunen 

冠 詞

名 百司

男 性

女 性

中 {生

主 格

属 格

与 格

実f 格

単 数

複 数

双 数

万歩 容 詞

高1 詞

原 f及

比 f変 級

I長 上 級

代 名 詞

人称代名詞
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impersonal巴 unpersoonl.staasuurd 

poss巴ssivum ainduumsuurd 

demonstrativum haanewisen staasuurd 

interrogativum fraageuurd 

relativum tubaagwisen staasuurd 

indefinitum unbestimd staasuurd 

numerale taluurd 
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非人称代名詞

所有代名詞

指示代名詞

鹿間代名詞

関係代名詞

不定代名詞

数 百司

基 数 詞

序 数 詞

動 詞

l目、l玉ぺ 動 態

x守t 動 態
不 定 日司

メiIIi 令 7砂

現在分調

過去分詞

現在形

過去形

過去完了形

未来形工

未来形 E

条件形 I

条件形 E

前置詞

接続詞



北フリジア語モーリング方言 (1)

訳注

1)本文ではもっぱら母音の長さの対立を問題にしているが，張り (tense)f弛み (lax)の

対立も重要である。くわしくは続編で述べる。

なお， ドイツ語とちがって，ふつう語頭母音の前に声門閉鎖音;?)は出ない。これは

オランダ語，英語，西フリジア語でも同様である。語末母音が後統の語頭子音と連続

して発音され，語の境界が不明瞭となり，音節の再分節化が起こることがあるのも共

j直している。

2)東モ{リング方言 (OM)と西モーリング方言 (WM)の違いについては続編で論じる

が，木文に関係する代表的な違いとしては次の点があげられる (Sjolinet al. 1988: 

VII， Jorgensen. 19782: fooruurd参照)。

i) OM  a - WM  a (ch， k， gの前)。例:

lacht - lacht軽い，簡単なたたht

mag - magキス

mak - mak蚊 Mucke

ii) OM  aa - WM  aa (gの前)。例:

praagele - praagele編む，チクチタする prickeln

taag - taagヒツジシラミノてエ

waag - w五五g週 Woche 

iii) 01{ ai - WM  a (nk， ngの前)。例:

ainkelt - ankelt個々の nd.enkelt 

haingst一 hangst馬 da.hest， vgl. Hengst 

slainke - slanke 飲みこむ;巻きつける schlingen

iv) OMδi -WM  au (f， chの前)。例:

ploif - plauf (農耕用の)すき Pflug

また， iii)に関連して， OM  a - WM  iとなるものもあるようである。例:

brange - bringe持っていく bringen

sprange springeはねる sprzngen

twange - twinge強いる zwingen

hange - hinge 掛ける hangen

onjstrange - onjstringe緊張させる仰strengen

slange - slinge巻きつける schlingen

wrange wringeしぼる wringen

このうち，最初の三つの動詞は不定詞と現在形3人称単数で iii)に従って次のような

母音の交替を示す。

brange: braingt - bringe: brangt 

sprange: spraingt springe: sprangt 

twange: twaingtー twinge:twangt 
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なお，原文には「西モーリング方言の形を括弧に入れてつけ加えるJ(“san da 

weestermooringer forme onj klamere tufaiged"， S. 5)とあるが， これは明らか

に誤植である。

3) 7 (泊)よりも 8(aa)のほうが調音位置が低L、。なお，本文に示唆されているように，

東モーリング方言には 8(五五)の母音が音素としてはなし、(訳注2参照)。

4)子音(およびアクセント)にかんする特徴をいくつか挙げておく。全体の子音体系は

続編で示す。

j) モーリング方言は第2次子音推移を経ておらず，高地ドイツ語に見られる無声破

擦音 [pf]，[ts]， [tJlがない。一方， A. III. 1.にあるような口蓋化子音[dj]，[tj]， 

[nj]， [V]， ([kj])が存在する句1注5参照)。そのほかの子音はドイツ語とほぼ同i議

である。

ii) アクセントは強弱であり，高低のアクセントはない。ドイツ語と同様に，ふつう

第1音節にアクセントが置かれる。

iii) 無声閉鎖音は西フリジア語やオランダ語とは異なり， ドイツ語と同様に，アクセ

ントのある音節の語頭音 (Anlaut)で強い気息を伴う ([ph]，[th]， [kh])。また，

語末音 (Auslaut)でもふつう有気音だが，それほど強くない。それにたいして，

有声閉鎖音はつねに無気音である ([b]，[d]， [g])。

iv) 正書法で chの音はドイツ語と同様の発音になる。すなわち，軟口蓋母音の後で

軟口蓋無声摩擦音[斗，その他の場合に硬口蓋無声摩擦音 [c]となる。ふつう，

両者は相補分布をなす同一音素であると見なされる (Walker(1990: 11)では

/的。なお，声門摩擦音 [h]はドイツ語と同様，別の音素である。

v) 正書法で rの音はドイツ語と同様，ふつう歯茎ふるえ音[rJである。ただし，回

音と子音とのあいだ，および母音の後の語末音 (Auslaut)では母音化[官]する。

なお，筆者の観察では，語頭音 (Anlaut)のtrーにおける rの発音は無声摩擦音

mである。すなわち， tの部分で、歯茎後部に形成された閉鎖がゆっくりとゆる
められて，摩擦音化したrの部分に移行する。したがって，たとえば trou(誠実

Treue)における trの音価は，英語の troutにおける trの音価に近い。

vi) 正書法でlの音はドイツ語と同様にいわゆる「明るい1Jである。

5)語末音 (Auslaut)のlj-[V]， nj-[nj]は失われつつある (Walker1990: 11参照)。

また， kj [ld]は稀である。 Bauer(1925: 23)は五kj(雌馬 vgl.da.件g)，bakj (プナ

Buche，ブナの灰でイ乍った洗濯用のアク Beuche)，sakj (探求Suche)の3語にしか見

あたらないと述べている。最後の語は Sjolinet al. (1988: 202)では sak(j)として

掲載されている。語頭音 (Anlaut)としては， kjarl (①男の人 Kerl;②粒， (ワイン

などの)おり，凝乳)とその派生語(②の意味から kjarle，kjarletfkjarli， kjarne， 

kjartling， kjause， kjortel)，それに tjause(あめの異形態である kjause，それに

kaare ((乗り物で)行く da.kore)の変化形 kjart(現在形)， kjard (過去形，過去分

詞)に見られる。 (Sjolinet al. 1988: 128 f.参照)0Walker (1980 a)， Walker (1990 : 
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11)で、は， [kj]は音素として認められていない。

さらに，語頭音 (An1aut)の1j圃の用例は見あたらない。語頭音の dj-の用例は2語

(djuse解釈する， deuten; djusi猛烈な)しか見あたらない。一方，語頭音の nj-の

用例はいくつか見られ，同じく語頭音の tJ-の用例は豊富にある。 Bauer(1925: 20) 

によれば，[V]の音は 1925年の時点で1世代ないし 2世代上の話者によって，語頭

音としても発音されていたとL、う。元来，この音は [1J+[j]の連続であり，その後，

[j]に変化した。例:

jacht afr. liacht光 Licht，wfr. ljocht [ljコxt]，vgl. sv. Z戸~s

本文の巻末の動詞変化表にある jooge(afr. liagaうそをつく lugen，vgl. sv. ljuga) 

の変化における語頭音の交替も，これによって説明できる(なお raare触れる，動

かす ruhren)の変化を参照(訳注92の1.ii.): 

jooge (α斤.ia) lugenー jucht(ajト'.iu) (er) lugt - 1u山 h(afr. a) (ich) log -

1aagen (afr. e) gelogen 

ここでいう口蓋化は，硬口蓋母音の前で [k]>[ts](モーリング方言ではさらに [s]

([s] + [j] > [f])に変化，例:hd. Kirche-engl. church-moor. sch白rk)および[g]>
[d3]j[j] ([d3]はモーリング方言ではさらに [d]に変化，例:hd. liegen - wfr. lizze 

- moor. 1ade;日]例 hd.gestern - engl. yester-day - moor. an-jorsne)と

なる英語と共通の現象 (Pa1ata1isierung)と区別するために， i霊音化(乱ilouillierung)

と呼ばれることがある。歴史的には・ikないしーdの前で 1，n， d， t， (k)から変化し

たもの(例:1atj afr. 1耐ん小さい;honj ajトhand手)など，さまざまな場合があ

る (Bauer1925: 87-91参照)。

6)語頭音 (An1aut)のsは無声 [s]，語中音 (In1aut)のsは無声 [s]あるいは有声 [z]，

語末音 (Aus1aut)のsは無声 [s]あるいは有声 [z]。

7)誤りである。次の例の sは母音間にあるが，無声 [s]である。

wase←was確かな ge-wザ，da. vis (Sjo1injWa1ker 1986:む2)

paseおしつこする j>issen(Wa1kerjWilts. 19802: 15) 

wuset女の人 (Bauer1925: 76) 

8)この事実からすると， ドイツ語と同様に，モーリング方言にも障害音 (Obstruent)

が語末音(音節末音， Aus1aut)で無声化する規則 (Aus1autverhartung)があるよう

な印象を受ける (B.II. 3. f.における旧四[w]等の交替も参照。例 datbraif -

da braiwe手紙)。しかし， A. III. 3. b.からわかるように，モーリング方言にこの

「規則」はなく， [s]~[z] (あるいは[f]~[w] 等)の交替は語実的な現象にすぎない。

このことは次の最小対立からも明らかで、ある。例:

lees [s]フーダー(容量の単位)ー 1ees[z] (私は)読む (ich)lese [(SjolinjWa1ker 

1986 :む2)

同様に， B. III. 5. (訳注37も参照)で述べられている形容詞の語幹における語末音

の無声/有声の交替もこのことを示している。例:

137ー



北大文学部紀要

sn出 s[s]清潔な(叙述用法の語幹)- snuus [z]同左(限定用法の語幹)

モーリング方言に語末障害音の無声化の規則がないことは，次の歴史的な事実にも反

映している (Bauer1925: 24-26参照)。

i) 比較的新しい時期に後続母音が落ちて新たに語末音となったかつての母音聞の

[z]の音が無声化していなし、。例:

rais旅 Reise;rousパラ Rose;smaas鍛冶工場 Schmiede

ii) かつての長母音の後であらわれた [z]の音ーが語末音でも保たれている。例:

laas遅い engl.late;五五s(私は)食べる (ich)esse (←aase食べる essen)

現在の [s]/[z]の音は，本来の歯茎摩擦音無声 [s]/有声 [z]の呉音のペアに，幽間摩

擦音無声 [6]/有声[白]の呉音のベアが 20位紀前半に融合して成立したものである

(Bauer 1925: 24-26参照)。今日，[9]/[d]の音は消滅して残っていない。なお，Walker 

(1980: 60)によれば， リントホノレム村 (Lindholm;東モ{リング方言の地域)で[白l

の音が 1970年代に観察されたという。 i)には本来の [z]の音 (rais，rous)とかつて

の[白]の音 (aIr.d; smaas)の両方があてはまり， ii)にはかつての [d]の音 (afr.

t>d)だけがあてはまる。

と記のことは他の障害音についてもいえる。

唇歯摩擦音旧/[w]について。正書法上は f[f]， w [w]と書き分ける。歯茎摩燦音と

同様の音韻変化が観察される (Bauer1925: 24-26参照):

i) 比較的新しい時期に成立した語末音の [w]。例:dowハト Taube

ii) かつての長母音の後にあらわれた語末音の [w]。例 hoow希望 Hoffnung，da. 

hab 

同様に次のような例が見られる。

bliwe bleibenとどまる-bliw (ich) bleibe - bliif (ich) blieb - bliifen (ωげ)

blieben - blaawen geblieben 

liif好きな lieb(叙述用法の語幹)ー liiw同友(限定用法の語幹)，愛人 Ge!iebteruuf， 

pl. ruuweより糸のかせ，来-ruuw 風車の翼板

なお，歯茎摩擦音の場合とは異なり，語頭音で [f]/[v]の両方が出る。例 faader羽

毛 Feder- waader天気 "YVetter

閉鎖音についても語末音での無声化の規則はない。正書法上は，無声音を p，t， k; tj， 

有声音を b，d， g; djと書き分ける。例-

op…の上に auf;heelp助け Hilfe;huup 積まれた ~I Haザ初-neebくちば

し da.nab; krabザリガニ Krebs，da. krabbe; weeb織物 Ge-webe，da. vav 

wit白い τvez.β-wid広い weit

makキス mag蚊 Mucke

(jk) r凶 tj(私は)つぶやく-ruudj赤L、rot

このように，モーリング方言にはドイツ語，オランダ語，西フリジア語といった西ゲ

Jレマン語に見られる語末障害音の無声化の「規則Jは存在しない。

-138ー



北フリジア語モーリング方言 (1)

歴史的には，ドイツ語ではすでに中高ドイツ語 (Mittelhochd巴utsch，1050-1350)，オ

ランダ語では古オランダ語 (Oudnederlands，1200年以前)にはその例が文献にあら

われており (Goossens1974: 65参照)，今日まで続いている。一方，古フリジア語に

も語末障害音の無声化の現象があったとL、う可能性は， Sjolin (1969: 28)では消極的

に評価されている。また，西フリジア語でこの現象が規則化したのは20世紀にはい

ってからのことといわれている (Tiersma1985: 30参照)。一般的にフリジア語では

語末音で有戸/無芦の中和は起こりにくいといえよう。

本文にあるような障害音の交替の現象は比較的最近，北フリジア語内部で起こったと

推定されているが (Sjolin1969: 28参照)， これは語集的な現象にとどまり，音韻規

則としては定着しなかった。それには名調の復数形 (B.II. 3. f.参照)における次の

例:

di krich戦争 derKrieg - da kreege 

dat schap船 dasSchiff - da schaawe 

dat spat槍 derSpies - da spaase 

あるいは形容詞の変化形 (B.III. 5.参照)における次の例:

fuuch不安な-fUllge 

ruch荒い rauh- rooge 

のように，無声/有芦と同時に摩擦音と閉鎖音の交代 ([c]-[x]/[g]，[p]/[w]， [t]/[z])を

示す場合も含まれる。

また，以上のことから， [s]と [z]の音の区別が正書法に反映されていないのは欠陥

であると思われる(ドイツ語では必要に応じて [s]の音を ss，βと書き分けている)。

すでにデンマークの言語学者ラスク (RasmusRask (1787-1832))は， Bendsen (1860) 

(最初の草稿は1824年にで、きあがっていたが，出版が非常に遅れた)の業績に基づい

てモーリング方言に考察を加え， /s/と/z/の音を正書法として BとZに書き分ける提

案をしているが，これにTこいするイェ Jレゲンゼンの反応は冷やかである "Intresant

as uk， dat hi <訳注:ラスクを指す>da foneeme /s/ an /z/ utenollderhalt door 

da tiikne s an z.“(Jorgensen 1979: 103) 

9)意味的には an(ω斤.en， ndl. en)はドイツ語の undに， unti はドイツ諾の oderに

それぞれに対応する。なお， er， ooderもドイツ誌の oderの意床。

10)今日では for/foorという正書法上の区別をせず，ともに forと書く。 Sjolinet al. 

(1988)には foorとし、う語形はない。もともとドイツ語の furとvorは同語原であ

る。なお，オランダ語でも両者はふつう voorだが， r…の前にJ(ドイツ語の vor)
という意味を明示する場合には voorとつづる。以下，本文にあらわれる foor(-)の

語形も同様に今日では for(ー)とつづる。

11)西フリジア語では両性 (utrllm)と中性 (neutrum)の2佐のみ。

12)文法性の区別が複数で示されるのは基数詞 2(tou男性 twaar女性・中性)と 3

(trii男性 tra女性・中性)に限られる。 V.1参照。
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13)独立形と縮約形の使い分けは本来，意味的なものである。つまり， ["その肉屋のとこ

ろに」と強く指示 (deiktisch)したし、場合は tudi slachterと独立形を用いる。ま

た，本来，縮約形はひとつしかない対象，特定の決まった対象について用いるのにた

いして，独立形は区別する余地のある，ちょうど話題になっている対象を指す。たと

えば，太陽や月についてはそれぞれ esan， e mouneと縮約形を用いるのに，自分

の妻ないし夫についてはそれぞれ ewufないし emoonのように縮約形を用いる。

したがって，ふつう emoon kamtといえば「私の夫が来た」とL、う意味であり，

di moon kamtといえば「今，話題にしている男の人が来た」という意味である。

しかし，今日の若い世代ではこの区別は失われつつあり，太陽や月についても jusan， 

di mouneと言う傾向にある (Walker1980 b: 26 f.; Walker 1990: 25参照)。な

お，北ブリジア語の定冠詞は興味深い問題を提供するテー?であり，くわしい論考と

しては島の方言であるフェーリング方言 (fering)について考察した Ebert(1971)が

ある。

14)吋nje uugene; *bai e uure; *aw e eekereが誤りであることに注意(ただし，最

近では許されつつあるLつまり，ここでは音韻規則が形態規則に優先している。

15)不定冠調は単数形しかない。

なお，基数詞の 1には an(男性)fiinj(女性・中性)の区別がある(B.V. 1.参照)。ま

た，否定冠詞 (kein)にもこの区別があり nan男性単数)fniinj(女:1生・中性単数お

よび複数)となる (B.IV. 8. C.参照)。つまり，形態的には否定冠詞は不定冠詞の否

定形ではなく，基数詞の否定形であることになる。

Bendsen (1860: 116)は，不定冠詞は男性で an，女性および中性で enとなるが，

発音としてはともに 'nとなるのがふつうであると述べている。 ところが，基数詞の

1は206ページで an(男性)fiinj(原文では ijn)となることが記されており， eJrjらか

に不定冠詞とは形が違う。 Bauer(1925: 109ι)にはこのような違いはなく，今日の

形と同じである。

16)低地ドイツ語やオランダ語では女性。

17) Jorgensen (19782: 29)， Sjolin et al. (1988: 63)では中性 (datfaisem)。

18) Sjolin et al. (1988: 251)では中性 (dattunelse)。

19) Sj凸linet al. (1988: 43)では女性(judaasihaid)。軽蔑的な言L、かたをするときに文

法性を中性に変えることについては B.II. 1. ["中性Jg.参照、。

20)動詞の第2不定詞(動名詞)を中性名詞として用いたもの (B.VI. 3.参照)。

21)デンマーク語では接尾辞 -domは両性(例 ejendom-men財産 kristendom-men

キリスト教)，接尾辞 -dommeは中性(例:hertugdomme-t公園)。 ドイツ語の接尾

辞・tumは男性名詞を作ることもある(例 derReichtum宮 moor.dat rikduum， 

da. rigdom・men;der Irrt，山n誤り vgl.moor. dat iring)。

22) mOOT. -schapに対応する接尾辞の文法性はゲJレ7 ン語では揺れがある。ドイツ語

(・.schaft)ではつねに女性。オランダ語 (-schap)，西フリジア語 (-skip)，スウェーデ
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ン語， ノノレウェ一語ブークモーJレ(bokmal)(ともに -skap)で、は両性および中性， ノ

ノレウェ一言語ニューノシュク (nynorsk)¥-skap)で、は男f生および中性， アイスランド語

とフェロ一語(ともに -skapur)ではつねに男性。

23) ドイツ語の接尾辞 -rei(ー(er)ei，-(el)ei)はつねに女性。前出の「女性Jh.の項を参照。

24)属格は疑問代名詞および関係代名詞でも人(有生名調)の場合に限られ， huums(en) 

となる。物事(無生名詞)の場合は weer(…) foonとなる(B.IV. 5.(6.参照)。

モーリング方言の属格は所有関係を示すだけで意味領域が狭い。また，かつては男

性・中性単数に限られた属格語尾回Sは，今日では性・数の区別なく用いられる，ま

以外の限定詞は無変化である。

なお， Bendsen (1860: 114-116)には人(有生名詞)以外の属格形も数多く記されて

いる。例:(単数属格/複数属格の順)

di b詮isems(dabaismes←baisemほうき Besen，ndl. bezem 

ju krunkhaids(da krunkhaides←krunkhaid病気 Krankheit

dat wanings(da waninges←waning窓 an.vindauga 

Bauer (1925: 1訂正)にも同様の用例が挙げられており，名詞の意味制限については

記載がない。このことから，モーリング方言の属格は20世紀初めまでは今日よりは

るかに広い使用領域を有していたことがわかる。

なお， {J民地ドイツ語(北低地ザクセン方言)には名詞句に属格形がない。名詞句内の

所有関係は，前置詞 vu江 (hd.von)あるいは木文にあるような所有代名詞を使った

構文で表わす。例:

Vader sin Hootおとうさんの帽子 VatersHut; de Moder eer Kleedおかあさ

んの服 dasKleid der Mutter; dat Kind sine Moderその子の母親 dieMutter 

des Kindes (Bichel(Hartig 1981: 61 f.) 

25)前置詞に支配された名詞句でも(対応するドイツ語の格の種類に関係なく)同様。

26)複数形は大多数の名詞が -e(-ne，ー(n)se， -inge)の付加によって作る(本文a.，b.， C.， 

d.， e.， f.および g.の一部)。・eの付加によらずにウムラウトや子音の交答(一部は

付加)によるものが少数ある (g.の一部)。全く形を変えないのは一部の中性名詞(訳

注32参照)にほとんど限られる (hよ

島の北フリジア語方言では複数形は語尾 -er，-enの付加によって作る。三種類の語尾

-e; -er， -enは古フリジア語(それぞれ -a;-ar， -an)ですべて用いられていたが，北

フリジア認では島の方言で語末音の -a(>叫が消失したので， -er， -enが残り，逆に

大陸の方言では語末音の -a(>-e)が保たれたために，語尾の -a(>ー巴)が他の二つを

駆逐して広がった。なお，本文 c)の-ne(da brouderne等)は語尾 -an(>・n)のな

ごり (-nに eを付加)であり， g)のdischouf - da schuurは語尾 -arのなごり

である (Hofmann1956: 85 f.参照)。

27)親族名称およびかつての弱変化 (n語幹)名詞が多い。また， foom (少女 ω介'.faam) 

の複数形は foomneまたは foomde。
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28)一方， taatje (父)は複数で無変化。ドイツ諮の Vater，Mutterに語形として対応す

る語は fider，muderであり，複数形はそれぞれ五dre，mudreだが， I父J，I母」

の意味としては一般的ではない。五derは「父」の文語あるいは「祖父」とL、う意味，

muderは「子宮」とL、う意味でも用いられる。

29) s， f， m， n， rで終わる語の一部。 s，fは複数で有声音になる。

30) Sjolin et al. (1988: 251)では tooninge。

31)単数形で，口蓋化音(湿音)によって先行する母音が短音化あるいはウムラウトを起

こしているものがある。そのさいの複数形の母音は，口蓋化音(湿音)によって妨げ

られずに音韻変化が起こった結果である (Bauer1925: 54-57参照)。

その他，ウムラウトや子音の交替(ないし付加)で単数形と複数形が異なるものがあ

る。

32)単数と複数が同形の語は木来すべて中性名詞で動物名を示すものである。今日ではこ

れに同じく動物名を示す女性名調二つ(j社 mus; 也l世s)と，本来の単数形が失われ

て複数形が単数形にはいりこんだ男性名詞一つ (ditais engl. the teeth)が加わって

L 、る。

そのほかの単複同形名詞も大部分が中性だが， ju markが女性名詞としてドイツ諮

からはいり，すべて量の単位となるものである。このうち，本文の最後にあがってい

るdatiir - da iir (年)は， ドイツ語では dasJahr - die Jahreと複数形が変化

するが，オランダ語/西フリジア諮では3年， 10年のように特定の年数を表わす場合

は， drie jaarftrije jier， tien jaarftsien jierのように単数形のままである。

33) このように，モーリング方言では「所有代名詞+形容調+名詞Jの場合，形容詞は弱

変化する。これはデンマーク語や低地ドイツ語でも同様である。一方，標準ドイツ語

では周知のように強変化する。例:

moor. man li自ljemoonfdi ulilje moon (ともに弱変化)

da. min gamle mandfden gaml巴 mand(ともに弱変化)

nd. mien ole Mannfde ole Mann (ともに弱変化)

hd. mein alter Mann (強変化)fderalte Mann (弱変化)

古フリジア語では上記の場合，ふつう弱変化だが，強変化の例も見られる (Sjolin

1969: 33参照)。

34) Bauer (1925: 110)には Liiwesuster !も可とある。今日では Liiwsuster !がふ

つれ liif(叙述用法)と liiw(限定用法)における語幹の交代については B.III.5. 

参照。

35)北海ゲノレマン語の特徴 (Ingwaonismus)として，本来，形容詞強変化(男性)主格単

数は無諮尾(代名詞語尾の欠如)のはずである。たとえば，西フリジア訴は今でもそ

うである。モ{リング方言の形容詞強変化男性単数の語尾 -enは木来，主格ではな

く，対格に由来すると考えられる。一般に男性王手数形が特別な形をしている場合，モ

ーリング方言では男性単数対格の語尾・enの影響と考えていい。所有代名詞 (B.IV.
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3.)や B.IV. 8.の「その他の代名詞」の一部や基数詞の 1(B. V. 1.)もその例であ

る(訳注目参照)。

本来の形容調男性単数対格の語尾 -enが;tJlt強く残っているのは，低地ドイツ語語令の北低

地ザクセン方言で、も同様でで、ある o 北イ低民l地也ザクセン方言で

んど失われ，限定詞と形容詞強変化で上記の語尾 -en(-n)だけが残っている。そし

て，これが男性名詞と女性名詞を区別する手がかりになる。

男 性 女 性 中 性

単数主 格 de Broder de Suster dat Kind 

目的格 den Broder de Suster dat Kind 

複数主格・目的格 de Broder de Sustern de Kinner 

それどころか，形容詞強変化で、は，木来は男性単数対格の語尾 -en(-n)が，モーリン

グ方言と同様に男性単数主格にも及んでいる。

単数主格・目的格

男 性 en frundlichen Broder 

女 性 en frundliche Suster 

中 性 en frundlich Kind 

(用例は KloockjViechelmann1989: 96妊.より一部変更，下線訳者)

36) ドイツ語と同様に， watと“形容詞+-s"の位置が離れてあらわれることがある。例:

Wat as er nais? (Sjolin et al. 1988: 162)何か新しいことはありますか Wasgibt 

ω Neues? 

37)このように，叙述用法 (pradikativ)と限定用法 (attributiv)で語幹の異なる形容詞

がいくつかある。以下の本文の例では，たとえば huuchjhuug;duufjduuw; stHj 

stiw; broketjbrokedがそれぞれ「叙述用法Jji限定用法」の語幹である。辞書には

叙述用法の語幹が見出し語としてのっている。

また，以下の本文にあるように， ruuchjroog; bluchjbloog; luus [s]jluus [z]; 

snuus [s]jsnuus [z]のように，語末子育の交替のほかに語幹母音も交替するものが

ある。

なお，以上の{JIJはモーリング方言に語末障害音の無声化 (Auslautverhartung)の規

則がないことの証拠になる(訳注8参照)。

さらに，以下の本文にあるように， godjjgou; koljjkoulのように口蓋化音(tlll1音)と

それに伴う先行母音の交替(ウムラウト，短母音化の有無)を示すものがある。これ

は名詞の複数形で stol.ijstoule(いす Stuhl);scholjjschoule (学校 Schule)と同様

の現象である (B.11. 3. g.参照)。

38)比較の対象(…よりも)を表わす場合は as(αls， vgl. wjト'.aら engl.as)を用いる o
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また，原級で同等比較(…と同じくらい…)を表わす場合も su… as… (wfr.

sa/like… as…， engl. so/as… as…)のように asを用いて次のように言う。例:

Di huuge hiire as ai su huuch as wat we miine. (Sjolin/Walker 1986: L 18.1 

斜体訳者)その背の高い紳士は私たちが思っているほど背が高くない

Jare goue waane as su g凸djas wat we tanke. (ibid.斜体訳者)彼らの良い友人

は私たちが考えているのと同じくらい良い人だ

訳者の観察では，下線部の watは義務的で落とすことができない。これは比較構文

(Komparativsatz)が w-移動 (w-B巴wegung)によって生成されるという主張の証拠

になる。

39) ドイツ語と同様に，アクセントをもっ音節末の子音が歯(茎)障害音 (Obstruent)で

ある場合，それに続く最上級の語尾は・estとなる。ただし，ドイツ語の groβt

(←gros)と同様，後出の grutst(ぐ grut)は例外。

40) laaser (e)は laader(e)ともいう。

41)場所的に「距離がある」という意味では，規則的に五ir一五irer一五irstと変化す

る。

42)人称代名詞3人称の形は，北海ゲノレマン語の特徴 (Ingwaonismus)として，古フリ

ジア語においては元来，指示代名調の h-(くhi:アイスランド諮の指示代名詞 hinn，

hin， hid参照)で始まる語形にさかのぼる (Krahe/Meid1919: 69参照):

hi (afr.hi); j百(afr.hiu); hat (afr. hit); ja (afr. hia); jam (afr. hiam) 

一方， dat (afr. thet)は古フリジア諮で th-で始まる別の指示代名詞の系列にさかの

ぼり，今日では di(afr. thi)とj包 (afr.thiu)とともに定冠詞としても機能する。

ところが，中性の datだけはさらに人称代名詞の系列にはいりこみ， 3人称単数中性

の hatを有生 (belebt)，自らは無生 (unbelebt)として，機能上の相補分布を引き起

こして定着した。そして，訳注49でも述べるように， hatは今日，、モーリング方言

ではほとんど用いられなくなってきている。一方，島の北フリジア語であるセルリン

グ方言 (solring)では， hatは小さな女の子を指す代名詞として残り，フェーリン

グ・エームラング方言 (fering-oomrang)では， hatは女性一般を指す代名詞として

定差し，本来の3人称代名詞女性il予知を駆逐しつつある (Walker1985: 37 f.参

照)。

43)人称代名詞3人称単数中性無性の主格および目的格の形には datのほかに etがあ

る。 etは後出 (B.IV. 1. f)の縮約形と同形だが，他の縮約形とちがって，動詞や接

統詞の直後以外の位置にもあらわれる。たとえば本文 (B.IV. 2)の原典の一部は次

のようである。

Dat unpersoonlik staasuurd hat dat; (…) Et koori uk deer hiitje (Jorgensen 

19784: 21)非人称代名詞は datという;(…)それは deerともいえる

Walker (1990・17)には，縮約形以外の 3人称代名調単数中性として etも記載され

ている(訳注52参照)。
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44) Bendsen (1960・218)には Datban ik. (Das bin ich.)も可能とある。

45)人称代名詞双数は今日ではその使用が少なくなってきている。すでに Bendsen

(1860: XXIII)には， Jorgensen (19784)で記述の対象となっている西モーリング方

言で、は東モーリング方言とちがって人称代名詞双数は用いられず，人称代名詞複数で

代用するとし、う記述がある。

46)ゐ比較的最近の傾向として，かつてのドイツ語と同様に (ihr)，敬称の 2人称代名詞単数

として2人称代名詞複数の jamが用いられることがある (Wall王位 1990:17参照)。

動詞は複数形になる。これは西フリジアでも同様である (wfr.Jo)。また，年上の人

(子供が親にたいしても同様)に名前あるいは3人称代名詞を用いるのも西フリジア語

と同じである (Tiersma1985: 63参照)。この点でフリジア語は他のゲJレマン語より

も保守的な性格をもっており，これはフリジア人の社会や人間関係を反映しているよ

うに思われる。ドイツ語や北ケソレマン語で・も，子供が親にむかつて親称の2人称代

名調を用いるのは 1世代前はまだ一般的ではなかった。くわしい考察については

Walker (1977)参照。

47)元来，フリジア語は北海ゲノレマン語の特徴 (Ingwaonismus)のひとつとして再帰代

名詞を失い，人称代名詞でこれを代用している。今日，商フリジア諮にも再帰代名詞

はない。四フリジア訟を取り巻くオランダ語は典型的な北海ゲノレマン語ではないが，

その再帰代名詞 zichは第2次子音推移を経ている (k>ch)ことからわかるように，

高地ドイツ語からの借用である。なお，東フリジア話 (Saterlandisch!Seeltersk)に

は再帰代名詞 sik(Fort 1980: 197)!sik (Kramer 1982: 22)があるが， Lockwood 

(1965: 227)によれば，これは{民地ドイツ諮の影響である。

48)再帰の意味では jamを用し、， jaは用いない。

49) このように，再帰の意味では先行詞が無生でも hamを用し、， datは用いない。本文

B. IV. 2.の次の用例も同様である。

Dat luunt ham ai. それはやってもむだだ Daslohnt sich nicht. 

なお， Bendsen(1860: 209)には人称代名詞の表があるが，そこには datの目的格は

hamとだけ記されており，今日とちがって， datは目的格で用いられないことにな

っている。

訳注42で、述べたように， hat!hamは datの侵入を受けて領域を狭めたが， datは

まだ 19世紀半ばには目的格の領域には侵入していなかったことになる。今日でも dat

は再帰的用法の目的格としては hamにこばまれている。しかし，有生の hatは今

日，あまり用いられなくなってきている。 Walker(1990: 17)は h討を人称代名詞

の表に加えているものの，じっさいにほとんど用いられなL、("practical1yextinct“ 

ibid.)と記している。 datはその領域を急速に拡大しているように見える。

50) このように，モーリング方言では「相互J(reziprok)の意味を表わす場合は特別な形

の相互代名詞 enouder(einander)を用い，人称代名詞を用いることはできない。こ

れは商フリジア諾でも同様である。再帰代名調を有するオランダ語や北ゲJレマン語で
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も，相互の意味では相互代名詞を用い，再帰代名詞を用いることはできない(ここで

は，北ゲ、ノレマン語については動詞に前接的 (enklitisch)に付加された・s/-st形は除い

て，独立した1語としての再帰代名詞 (sig，seg等)だけを問題にする)。ゲノレマン

語でそれができるのは，周知のようにドイツ語があるが，そのほかに東フリジア諮

(Saterlandisch/Seeltersk)もあげられる:

Wie sjo us. Wir sehen uns. (Fort 1980: 197) 私たちは顔を合わせる(お会い

しましょう)

Jo aapje sik. Sie kussen sich. (ibid.) 彼(女)らはキスをしあう

J 00 noigeden sik巴enuur. Sie luden sich einander ein. (Kramer 1982: 22) 

彼(女)らはたがいに招待しあった。

東フリジア語の再帰代名詞 sik/sikが低地ドイツ語からの借用であることは訳注47

で、述べた。

51)訳注42で述べたように，非縮約71ヲの 3人称代名詞は， datを除いて，すべて元来，指

示代名詞の h-(<hi-)で始まる語形にさかのぼる。そして，この h-(くhi-)は北海

ゲノレ 7 ン語の特徴 (Ingwaonismus)となり，古フリジア語と古英語では3人称代名

詞のほとんどの形に浸透した (Krahe/Meid1969: 55妊.参照)。一部はオランダ語

(hij)や広く北ゲJレマン語 (sv.han， hon等)にも及んでいる。ただし，古英語とちが

って，古フリジア語では h-系の3人称代名詞は単独の語として独立して用いられる

一方で，標準ドイツ語 (er，ihn， sie， es; sie)と語原的に共通の形をもっそれ以前の

3 人称代名詞は消滅せず，指示力の~~'"、前接的 (enklitisch)な用法として残った ('r，

'n， 's， 't，; 's) (Markey 1981: 134参!問。それが本文で述べられている縮約形であり，

これはか系の 3人称代名詞独立形が「締約」されたものではなし、。今日， この 3人

称代名詞縮約]1ラは北フリジア語諸方言のみならず，西フリジア語 (Tiersma1985 : 65 

参照)や東フリジア諮 (Saterlandisch/Seeltersk)(Fort 1980: 196; Kramer 1982: 

21参照)にも見られ，現代フリジア語の特徴のひとつになっている。

52)今日では etもよく用いられるようになった。例:

Et snait. (Walker 1990: 18)雪が降っている Esschneit. (訳注43参照)

53) datと deerの区別はデンマーク語の detと derの区別に似ている。西フリジア語

にも itと derの使い分けがるり，オランダ語の het(h-は後代の人為的な付加。

de Vries/Tollenaere 1987: 254参!被)と巴rも同様である。 ドイツ諸にはこのよう

な使い分けはない。

上記の区分に従って，自動詞の受動態には deer(無アクセントの弱形として er)を

用いる。例:

Deer wart doonsed/spaald. (Bendsen 1860: 263)ダンスがある/競技がある Es

wird getanzt/gespielt. 

この deerは文頭以外でもふつう省略されない(無アクセントの弱形 erが用いられ

る)。例:
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Ik wiitj， dat er/der anjorsne doonsed word. Ich we(β" daβφ/da gestern 
getanztωurde. (Dr. Walkerからの手紙)

For huum wart er raingd? Fur wenωird (da) gelautet? (Sjolin et al. 1988: 

193)誰がために鐙はI鳴る (OMraingd←rainge (鐙が)I鳴る da.ringe; vgl. WM  

rangd←ringe) 

deerにあたる要素が文頭以外に出てはし、けないとし、う規則は，西フリジア語 (der)，

オランダ語 (er)，デンマーク語 (der)，それにスウェーデン語 (det)には存在しない。

54) ドイツ語とは異なって，モーリング方言の所有代名詞の変化は形容詞強変化 (sg.-en/ 

ゼロ， ρl.-e)と完全には平行していない。まず， jarnge (2.〆.)と jare(3・pl.)は

デンマーク諮の Deres，deresと同様，つねに無変化である。 harn/har(3. sg. f.)， 

uusen/凶s(1.〆.)， unken/unk (1. dual.)， junken/junk (2. dual.)，は単数で形容

詞強変化と同じ変化をするが，複数では無語尾である。残る man/min(1. sg.)， dan/ 

din (2. sg.)， san/sin (3.芯川.， n.)は単数で、語幹母音の交替を起こし，複数ではや

はり無語尾である。

所有代名詞の語尾が失われやすい点はオランダ諮も同様であり，オランダ語では1人

称複数の onze(n. sg.以外)/ons(n. sg.)を除いて，所有代名詞はふつう無変化であ

る。わずかに，文語的にたとえば手紙の文句として， Mijne Heren (前略)のように

複数形で語尾 -e(mijne<mijn mein)が残っている程度である。西フリジア語に至

っては，所有代名詞は限定用法 (attributiv)ですべて無変化である。

モーリング方言の所有代名詞は女性・中性単数および複数で語尾を失った。このこと

は，日us(1.〆.)の語末音 s[z]が元来，母音聞で、あらわれるはずの有声音を保って

いることにも反映している (Bauer1925: 111参照)。一方，男性単数では語尾 -en

(-n) (uusen/uus; harn/har等)の付加，あるいは語幹母音 a/iの交替 (man/min等)

という形で，形容詞強変化の現在の区別を保っている。

形容調強変化男性単数の語尾 -enは，もともと強変化男性単数対格の形が定着したも

のであると考えられる(訳注35参照)。たとえば，古フリジア語の god(良い moor.

godj， gut)は男性単数対格(強変化)で goden，-ne，四ene(Sjolin 1969: 32)という

語形を示す(高地ドイツ語の einenguten Mannの変化形を参照)。モーリング方言

の男性単数で語尾 -en(-n)を伴う所有代名詞(凶sen/凶s;harn/har等)はこの形を

受け継いでおり，その語幹はn以外の子音で、終わっている。一方，同じく男性単数で

語幹母音 a/iの交替を示す所有代名詞 (man/min等)は，語幹が nで?終わるもので

あり，次のようにして生じた。すなわち，古フリジア語の min(私の mein)は，男

性単数以外で音韻変化 afr.i>moor. i (と語尾の消失)によって，モーリング方言

で minとして定着した。ところが，男性単数では上掲の対格の例にならって afr.

min(e)neという形を示し，二つのnにはさみこまれた母音eはあらわれない傾向に

あり，その結果として生じた二重子音 -nn-の前で短母音化が起こって i>iとなり

(Bauer 1925: 112参照)，さらに音韻変化 afr.i>moor. aと語尾の消失および二重
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子音の単子音化を経て，今日のモーリング方言で manとして定着した (danfdin;

sanfsinも同様)。

このように，男性単数における語尾 -en(-n)の付加と語幹母音 afiの交替は，語幹末

子音が nか奇かという条件に応じて異なる音韻変化を経て成立した相補的な現象で

あると考えられる。

以上のことは「その他の代名詞J(B. IV. 8.)や疑問代名詞 (B.IV. 5.)で訪尾-enfセ、

ロの交替を起こすものにもあてはまる。

55) この形は限定用法 (attributiv)でも独立用法(単独で独立した文成分になる)でも用

いることができる (Sjolinet al. 1988: 46参照)。

ところで， SjolinfWalker (1986: L 6. 3.)には次の哀ーがあがっている。

diheerefdideere stolj 

juheerfjudeer scheew 

datheerfdatdeer braif 

daheerefdadeere 

ここでは複数で語尾 -eのついた daheerefdadeereとL、う形が採用されている。本

来， -heerf-deerは場所副詞 (heerここ hiel付eerあそこ dort，da)なので無変化

のはずである。事実，スウェーデン語で、はそうなっている。例:

向性 denharfdar stolen この/あのいず

中性 detharfdar brevet この/あの手紙
de harfdar [stol 
同左 lbreven 

モーリング方言では， heerfdeerが定冠詞に後続して 1話と意識され，形容詞弱変化

に徐々に従うようになったと考えられる。 HollingworthfRoper(1976 :24)には男

性単数でも無語尾の例 (diheer(-deer) moon)があがっている。 Bendsen(1980: 220) 

には， 2語で書かれてはいるが， Jorgensen (19784)と同様の変化形(つまり， daheerf 

dadeer は4lt~語尾)が示されている。しかし，独立用法ではすべて語尾 -e がついた形

になっている。例:(下線訳者)

Ju heer rous as smuk， ju deere as smukere…このパラは美しいが，あそこのは

もっと美しい…

Dat heer hus as uulj， dat deere as alere…この家は古いが，あそこのはもっと

古い…

Da heer gais san fat， da deere san fatere…このガチョウ(複数)は太っている

が，あそこの(複数)はもっと太っている…

Bauer (1925: 112)では中性単数(限定用法)だけが無語尾になっている:

dat heerfdeer husこの/あの家 dasHaus hieげdort

-heerf-deerが形容詞弱変化に従って変化するならば， Sjo!infWalker (1986: L 6. 3.) 

(および Sjolinet al. 1988: 46)の形がふさわしし、。 Sjolinet al. (1988: 46)には独
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立用法でも同様の形があがっている。

なお，とくに遠方を強調する場合には，第3の形式として次の二組の指示代名詞があ

る。

dijaner (te) m.sg什臼janer(t) f.sg.jdatjaner (t) n.sgjdajaner jJl 

dijante m.sg. jjujante j:sgjdatjante 刀・招.jdajante〆.

後者はもっぱら独立用法で・用いられる。

ドイツ語には diheerejdideere等に対応する形式と Lては， der Stuhl hierjdort 

(da)があるが， hierjdort (da)は場所副詞としてとどまり，名詞の前に置かれて定冠

詞とともにひとつの限定調を成すことはない。それが可能なのは上記の第3の形式

(dijaner; dijante等)に対応する derjenigeである。ただし，これは場面指示には

用いられず，おもに関係代名詞の先行詞であることを明確にする (derjenige(Stuhl)， 

der …)文脈指示の用法に限られる。なお，モーリング方言にも次例のように一見，

dideerが上記の文脈指示の用法として使われているように見えることがあるが，これ

は訳注目にあるように，関係詞 deerを用いた構文 (di，deer…)と見なすべきで

ある。

Dideer arkens frun weese wal， as arkens geek. (Sjolin et al. 1988: 84)だれと

でも友達になろうとする者はだれからもからかわれる(相手にされなし、)

56) huumjwatは同語原であり，それぞれ afr.hwam (hwaの男性・女性与格)jafr.

hw巴t(hwaの中性)にさかのぼる (Bauer1925: 113)，り'gl.da. hvemjhvad。

57) jeeweは授与の意味としては「トランプでカードを配る(与える);家畜にえさを与

える」とし、う場合に限られ，一般に「与える」とL、う意味ではふつう duunj(vgl. 

tunやる)を用いる。

58) huk (ajト'.hwelk， hd. welch)は無語尾形で単独で、用いられると疑問副詞 (wie，engl. 

how)として機能する。なお，訳注64参照。

59)モーリング方言には疑問代名詞に人(有生 huum)と物事(無生 wat)の区別がある

が，関係代名詞にその区別はなく，本来は物事を示す関係代名詞 watが人について

も用いられる。ただし， r一般に…とL、う人は」とL、う意味の不定関係代名詞(先行
詞を兼ねる)には不定代名詞(B.IV. 7参照)の huumを用いることができる。例.

Huum ai harl<王ewal， motj faile. Wer nicht horen will， 111Us fuhlen. (Sjolin 

et al. 1988: 112)言うことを聞こうとしない者は痛い自にあわなくてはいけない。

なお，本文にはないが，性・数・格(属格を除く)にかかわらず用いられる関係詞

(副詞 deer(da， dort)と同語原)として deerがある。例:

Di， deer arkens frtin weese wal， as arkens geek. (Sjolin et al. 1988: 45) だ

れとでも友達になろうとする者はだれからもからかわれる(相手にされなし、)

J臼 tid，deer onj gouse fergangen <訳注 WMfergingen> as， kamt onj丑rj

ai wider. Die schδnen ZeIlen lwmmen nicht als schlechte wieder. (ibid.) 楽
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しく過ぎ、去った時間はけっしていやな思い出としてよみがえることはない

di wai， deer ik kiimen ban (ibid.) 私の歩んだ道

この d巴erは上記の辞書の用例を別にすると，最近の文法書にはまったく記載がな

L 、。

歴史的に見ると，モーリング方言の関係詞は19世紀以降，大きな変化を被った。

まず， Bendsen (1860: 222弘Hこは次の三積類があがっている。

i) deer: 性・数にかかわらず無変化。有生/無性名詞の両方に用いる。用例は主格

と対格のみ。属格の用例はあがっていない。

ii) huum，属格 huums(en) (huumsenは男性単数， huumsは女性・中性単数お

よび複数): huumの用例は皆無。有性名詞の用例のみ。

iii) wat: 本来の中性名詞以外の中性形(例 alesalles; dat beest das Beste)に

用いる。例:

Dat as ales， wat ik haaw.これが私のもっているものすべてだ Dasist alたら

τvas ich habe. 

Dat as dat beest， wat du duunj koost.これが君にできる最善のことだ Das

ist das Beste， was du tun lwnnst. 

Huum tort ai altid duunj， wat'm wal.やりたいことをいつでもやってし叫、

というわけで、はない lvIandaザ nichtimmer tun， was manτvill. ('mにつ

いては訳注63参照)

次に， Bauer (1925: 113)には次の二種類があがっている。

i) deer: 3性共通。属格では稀。数にかんする記述はない。

ii) huum: 3性共通。属格 (huums(en))以外では稀。

Bauer (1925: 113)には watの記述はない。

以上のことから， Bendsen (1860)の時代以降， watが d巴巴1・の使用領域にはいりこ

み， deerは使用が稀になったことが推定できる。なお， deerはデンマーク語の der

と同語原だが，デンマーク語の derも今日では関係文の主語としてしか用いられな

くなっている (Nielsen19894: 88参照)。

関係代名詞として wat(was)に相当する語がこれほど有力になったのは，他のゲノレ

マン語でもあまり例がないと思われる。訳者の知るかぎり，北フリジア語で同様の傾

向を示しているのはハリゲン方言(Hal1igfriesisch)である。ハリゲン方言で、は，関係

代名詞として指示代名詞系の dim. (moor. di， der)， ju f. (moor. j也，die)， datη. 

(moor. dat， das)があるが，もっとも頻繁に用いられるのは3性共通の wat(moor. 

wat， was)である (Lorenzen1982: 21参照)。

60) Walker (1990: 19)は，前置詞とともに用いられる関係詞はつねに weer(wo)であ

ると述べている。 Sjolin/Walker(1986; L 21. 3)にも“foon/ma(などの前置詞)十

huum"の形式は示されていない。この形式は今日では稀にしか用いられない。なお，

ドイツ語の wo(時間，場所)に対応する関係副詞は weerである。
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61) (標準)ドイツ語では次例のように前置詞の残留を伴った構文は許されない。

der Mann， mit dem ich gesprochen habe 

der Mann， von dem ihr sprecht 

*der Mann， dem(wo ich mit gesprochen habe 

*der Mann， dem(wo ihr von sprecht 

ただし，低地ドイツ語ではこの構文が可能である。北低地ザクセン方言の例:

Dat is de Fru， wo du mit snackt hest. (Goltz(Walker 1990: 47)これが君がい

っしょに話をした女性だ

同様に，西フリジア語，オランダ語，英語，北ゲJレマン語といった他のゲノレ7 ン語で

もこの構文が可能であり， このほうがふつうであることが多い。 Walker(1990: 23) 

によればモ{リング方言でも同様である。

モーリング方言では，前置詞の残留は関係文や間接疑問文のような従属節にかぎら

ず，直接疑問文や平叙文の主節でも起こる。例:

Haast der wat foon wust? (Sjolin/Walker 1986:む15)君はそのことについて

何か知っていたのかi

Deer wan we ninte foon waase. (ibid.)そのことについて私たちは何も知りたく

ない

標準ドイツ語を除く上記のゲソレマシ語でも一部，英語を除いてほぼ同じである。

62)モーリング方言では属格の使用は人(有生)の場合に限られるので(B.1I. 2. a参照L

物事(無生)を指す疑問代名詞の属格は存在せず， weer ... foonで代用する (huums

(en)は人(有生)にしか用いなし、)。

63) huumには締約形 'mがある。これは 3人称代名詞の締約形とちがって， huumそ

れ自体が締約されたものである。用法は前接的 (enklitisch)である。例:

Huum tort ai altid d世unj，wat'm wal. (Bendsen 1860: 224)やりたいことをいつ

でもやっていいということはない

Wan huum deet， wat'm koon (Sjolin et al. 1988: 112)もしできることをやれば

64)不定代名詞には独立用法(単独で文成分になる)と限定用法(名詞の限定語になる)が

あり，語形が異なるものがある (hu，samは同形)。例:(独立用法一限定用法の順)

a) arkenan m.(arkeniinj j:， 11. - arken m.(ark j:， 11. 

b) sukenan sg. 111ムukeniinjsg. j:， 11.; pl. - suken sg. m.(suk sg. j:， 11.; pl. 
sunan sg. m.(suniinj sg. j:， 11. - sun sg. 

c) niimen - nan sg. m.(niinj sg. j:， 11.;μ 

f) rrianingan sg. m.(ma凶ngiinjsg. j:， 11.一 maning

B. 1V. 5. b.の hukenan等もここに含められる。

hukenan sg. 1II.(hukeniinj sg. j:， 11. - huken sg.刀1.(huksg. j:， 11.;ρ，[， 

hunan‘sg.111.(h臼niinjsg. j:， 11. - hu'n 
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このように，不定代名詞限定用法の変化は所有代名詞の一部と同様である(訳注目

参照)。

65)単独で、1，2， 3と数えるときには iinj，tou， triiを用いる。また，基数詞の文法性は

女性である (B.II. 1. I女性Jd.参照)。

66) twaneはかつての分配数詞 (Distributivum，I…ずつJの意)のなごりである。 trane

も同様 lBauer1925: 115参照)。ラテン認の bini(二つずつ)， terni (三つずつ)を参

11召。

67) 13以上では低地ドイツ語の影響が著しし、。それは trii(3)/dorti， dorti (30)における

語頭子音 t/dの交俸と r/母音の音位転換 (Metathese;rV> Vr)に端的にあらわれ

ている (wfr.tritich/nd. dortig， dortig参照)0duusend (1000)も同様 (wfr.tuzen/ 

nd. dusend参照)。

68) di iine; ju/dat iinは「一方の，片方の」という意味になることがある。例:

Ju iin honj twoit j也 ouder. Die eine Hand wascht die andel・'e. (Sjolin e(al. 

1988: 10)片方の手がもう片方の手を洗う(おたがいさま)。

69) iinjsenはかつての属格のなごりである (afr.Gen. enes←Nom. enJo twaie， traie 

も同様。英語の once，twice， thriceを参照。

70)モーリング方言には動詞に継続相と非継続相の「対立Jを示す形式(進行形)はとく

にない。西フリジア語も同様。

71)“tu←en"という形式には西フリジア語の“te十en"が対応し，この語尾 -en(また
は -n)のついた形は，西フリジア語文法で「動名詞J(gerundium)と呼ばれる。動

名詞はかつての西ゲルマン語の特徴であり，北ゲJレマン語や東ゲノレマン語(ゴート語)

には存在しない (Markey1981: 35， 140参照)。これはかつての与格形であり，今日

では tu(wfr. te)のつかない単独の形としても用いられる (B.VI. 3. d.参照)。ま

た，定冠詞を伴って中性名詞としても用いられる (B.II. 1. I中性Jd.参照)。

また，モーリング方言には語幹に語尾のつかない命令形と同形の不定詞(第3不定詞)

がもうひとつある(例:fraag←fraage; B. VI. 3.参照)。西フリジア語にも命令形と

同形の不定詞があるが(例 freegje<ーfreegje)，これは西フリジア語文法では伝統的

に「命令形J(ymperatyf)として扱われてきた(訳注87参照)。

72)動詞の複数の語尾は現在形，過去形ともに人称による区別がなく 1種類である。こ

れは北海ゲJレマン語の特徴 (Ingwaonismus)のひとつで，今日のフリジア語すべてに

保たれている。ただし，モーリング方言の現在形複数の語尾は，西フリジア認や東

フリジア語 (Saterlandisch/Seel tersk)と同様に -eとなる。 この語尾は古フリジア

語 (-at(h))，古英語 (-ad)，古ザクセン語(唱d，-ad)とは異なっている。古く北海ゲノレ

マン語では，複数形の動詞語尾は3人称の形が1，2人称に拡大したものといわれて

おり，今日のフリジア語の現在形複数の語尾 -eは明らかに本来の形ではない。今日，

かつての北海ゲノレマン語の地域で古い複数形の語尾(ー(e)t)を保っているのは(北低地

ザクセン方言を含む)西低地ドイツ語 (Westniederdeutsch)の大部分にかぎられる
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(Frings 1944: 46参照)。ただし，モーリング方言を取り巻くシュレースヴィヒ方言

(Schleswigsch，北{岳地ザクセン方言の下位グノレープのひとつ)は，基層となるデン

マーク語の影響を受け，動詞現在形複数の語尾は西低地ドイツ語に属する北低地ザク

セン方言のなかでは例外的に -enである (Goltz/Walker1990: 41参照)。

73)時制は他のゲノレマン語と同様に過去と非過去。現在形は未来のできごとも表わす。い

わゆる未来形は“ward(werde)+Inf. (第l不定詞)"だが，“schal(engl. shall)/wal 

(engl. will)十Inf.(第1不定詞)"も未来を表わすことがある。いわゆる未来形は，西

フワジア語で“sil+lnfペオランダ語で“zal+lnfペデンマーク諾で‘skal/vil+ 

Inf."であり，“ward+lnf."の形式はドイツ語の影響と思われる(デンマーク語では

ドイツ語の werdenにあたる語は中世低地ドイツ語の bliven(πhd. bleiben)に駆

逐されて残っていない (da.blive))。低地ドイツ語(北低地ザクセン方言)でも“warr

(←warrnωerden)+ Inf."は未来のできごとを表わすことがある。

74)条件形 (conditionalis，betingform)とはドイツ語の“wurde+lnf."(北低地ザクセ

ン方言では“wurr+Inf.勺に対応させて設定した形式であり， word/waljはそれぞ

れ ward/walの過去形である。

75) boone (ののしる，da. bande， vgl. bannen)は例外:

現在形 ik boon， du boonest， hi boonet 

過去7fi ik booned， du boonedst， hi booned， we booneden 

過去分詞 booned (以上， Sjolin/Walker 1986: L 16. 3) 

また，語幹が・ng[1)]で終わる動詞も変化形でeが落ちる。次の例はいわゆる弱変

化動詞である (OM:東モーリング方言):

hinge (OM hange)掛ける hangen- hangt一 hangd- hangd 

kringe (OM krange)押しこむ-krangt - krangd - krangd 

minge (OM mange)混ぜる mengen;ためらう mangt - mangd - mangd 

なお，巻末の不規則動調一覧表を参照。

76) Jorgensen (19812: 86)には taiwetとある。

77)たとえば raagne(計算する da.regne)を例にとると， -nの次に母音 -eがある場

合は田gne・だが，ない場合は -gen-となる。したがって，次のような変化をする。

(第1)不定詞 raagne一命令形成agen!

現在形 ik raagen， du raagenst， hi raagent， we raagne… 

過去7fi ik raagend， du raagendst， hi raagend， we raagneden ... 

現在分調 raagen(d) 

過去分詞 raagend 

78)過去形および過去分詞のー(e)dの正書法には問題がある。

Bauer (1925: 100 f.)は，閉鎖音と摩擦音の後では[<ld]と発音され，それとの類推に

よって，流音と鼻音の後でも[吋]と発音されると述べている。一方，すでにB.Vr. 
1. a.で見たように， Jorgensen (19784)は流音と鼻音と摩擦音 wでは -dとつづると



北大文学部紀要

述べている。訳者の観察でもこの場合の正書法は発音にあっており;Bauer (1925: 

100 f.)の記述はすでに古L、。 -(e)clの音価は英語の場合とほぼ同じである。ところが，

Jorgensen (19784: 30原文)では brukcl¥←br泊ke使う ge-brauchen，nd. bruken) 

という語形が3回使われており，この -dとし、うつづりは前出の B.VI. 1. a.の規則

にはあてはまらず，本来ならば -edとつづるべきである。だが，訳者の観察ではその

発音は [bryktlである。つまり，いずれにせよ正書法はじっさいの発音とは異なっ

ている。 Wa1ker(1990: 28)は， snaaked (←snaake話す nd.snacken)の発音は

[snu'ktlであり，無声子音で終わる語幹に続く -edは，じっさいの発音を無視した正

書法上の規則にすぎないと述べている。弱変化動詞過去7診を形成する歯茎障害音の表

記を，じっさいの異音の存在を考慮せずに統一的に行なっている言語には，ゲノレマン

語ではほかに英語がある。しかし，ごく最近，正書法が定められたモーリング方言の

場合は， ~ 、かにも人為的で不自然な印象を受ける。

79)能動態不定詞の形がこつある動詞は5基本形，ひとつしかない大多数の動詞は4基本

形となる(訳注80参!問。母音交替のパターンについては訳注92.2.参照0

30) この形は命令形，能動態現在形1人称単数および1-3人称複数，現在分詞の基本形

になる。大多数の動詞では第l不定詞と同形である。

能動態不定詞の語幹が交答する動詞は以下に掲げるごく少数の強変化動詞に|浪られ

る。例:

duunj/douenやる(する，与える)tun (afr. dwan) 

丑iinj/fliien飛ぶ fliegen

fuunj/fol1en得る da.j詰，vgl. fangen， (ajト.fa(n)) 

schiinj/schaien起こる ge-schehen，da. ske，匂fr.skia(n)) 

siinj/siien 見る sehen; 種をまく säen， αjト• sia (n)) 

sl也日nj/s1ou巴n打つ schlagen，da. sla， (ι1r.苫la(n))

tiinj/tiien 51くziehen，(afr. tia (n)) 

t凶 nj/touen洗う da.to 

第 3不定詞およびそれと同形の命令形は，第2不定詞の語尾 -enを除いて得られ，そ

れぞれ次のようになる。

dou; flii; fou; schai; sii; slou; tii; tou 

現在分詞も第2不定詞をもとにして得られる(語幹に -en(d)を付加)。

上記の動調は第1不定詞の語幹母音がし、ずれも前寄りの高母音であり， iijii，出/Ol1と

いう型を示す。上記の動詞はまた，例外的に第1不定詞が -eでなく， -njで終わる。

これはほとんどが古フリジア語で、単音節動詞だったために，不定詞でアクセントのな

い語末音節の唱が落ちるという規則を免れたためである(この規則は北ゲ、ノレマン語

と共通である)。より正確には， duuuj (ajト• dwan)などの典型的な単音節動詞(縮

約動詞ないし語根動詞)との類推が働いたためといわれている (Sjolin1969: 37参

照)。西フリジア語も不定詞は大部分， .，:"eで終わり，例外的に -nで終わるものは次の

-154ー



北フリジア語モ←ワング方言 (1) 

ヘ単音節動詞に限られる。

:dwaan (a.fo-， dωan，: moor. duunj); gean (aji-. gan， moor. gu略的 jaan(afr. 

ja (n)， moor. jeewe); sjen (afr. sia (刀)， moor. siinj); slaan (ajチ.sla(n)， moor. 

sluunj); stean (ajト• stan， moor. stonje); tsjen (afr. tia (n)， moor. tiinj) 

このよ 5 に，モ-~ン夕、方言とは一部，動詞の種類が異なっている。モーリング方言

では -njで終わる単音節動詞が対応しないものも含まれている。また，上記の西フリ

号ア諮動詞は動名詞(モーリング方言の第2不定詞)も同形であり，語幹母音の交替

を起こさない。

81)命令形および能動態現在形1人称単数は第2不定詞の語幹と一致するが(訳注80参

照)， kaame/tu kaamen (来るおmmen)では両者は ikkam; kam!となる (ndl.

komen: ik kom ;kon;l !参!問。また， naame/tu naamen (取る nehmen)でも両

者は iknam;nam!となる。 weese(sein)， heewe (haben)， warde (werden)につ

い;ては B.VI. 4を参照。

なお， Bauer (1~2!5: 106)には命令法複数 naame!(nehmt !)， iinje ! (endet!)の

形が記されているが，今日で‘は残っていない。

82)この形は能動態現在形2，3人称単数の基本形になる。

83) この形は能動態過去形すべての基本形になる。

84)この形は過去分詞に限られる。

85)定冠詞 datを伴って中性の動作名詞としても用いられる (B.II. 1. 1中性Jd.参照)。

86) この場合， ドイツ語では過去分詞を用いる。一方，オランダ語では不定詞を用いる。

他方，デンマーク語では現在分詞を用いる。さらに，西フリジア語では(ほとんどの

場合に分離動詞の)動名詞(モーリング方言の第2不定詞)を用いる。いずれも，ど

のような方法を用いてやって来るかとし、う意味の場合に限られるo

dt. Sie kommt gelaufen. 

ndl: Zijkoint lopen; 

da. Hun kom lobende. 

wfr. Hykaam，danriden. (Tiersnia 1985: 127)彼は(自動車などの)乗り物に乗っ

て"やって来た (oanriden<-oan-rid.巴仰て戸hren)

87) このように，“an-十第3不定詞"構文の語順は動詞不定形としては例外的にV2とな

る。この語!艇は第3不定詞を命令形ととらえればしぜんであり，西フリジア語文法で

は従来，これを“eIl+命令形"構文と呼んできた。次の西フリジア語の例文は， i)が

ちk うど英語の“try7gu/comeand +不定詞"の構文に相当し， ii)が本文にあるモ

ーり 'Yヂ方言iの例文に相当し，さらに iii)のような名詞修飾句も可能なことを示して

し、る。

，: i} De poly弔jesoeby hiin komme en helje him op. (Dyk/Hoekstra 1987: 24) 

警察が彼を逮捕しに彼のところへやって来るかもしれない(helje…op←ophelje
逮捕する，迎えに行く abholen)
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ii) It is gijn dwaan gelyk en pleagje dy ald man sa. (ibid. 26)その老人をそ

んなに責めるのはふさわしいことではない (pleagje←pleagje責める，苦しませ

る p!agen)

iii) It idee en lis de Lauwerssee droech is net alhiel nij. {ibid. 26)ラウウェルス海

を干拓しようとし、う考えはまったく新しいというわけではない (lis…droech← 

droechlizze干拓する tl'ockenlegen)

なお，類似の構文はモーリング方言を取り巻く低地ドイツ語シュレースヴィヒ方言

(Schleswigsch)にもある。例:

Dat is nu Tiet un plucken Appeln. Es ist nun Zeit， A企fel2U  pflucken. 

(Goltz/Walk巴r1990: 41)そろそろりんごをつみ取る時期だ

しかし，シュレースヴィヒ方言は本来，デンマーク語南ユトランド方言 (s砂nderjysk)

を駆逐して広がった低地ドイツ語であり，この様文は低地ドイツ語本来のものではな

く，基層となるデンマーク語の影響といわれている (Goltz/Walker1990: 41参照)。

また，上記の例文の pluckenは不定詞であり，命令形 (pluck!)ではない。

対応するデンマーク語の構文は“og十不定詞"であり，やはり命令形ではない。例:

Det er ikke saa li'e og komme frem med ! (Hansen 19652: 150) 

それをもちだす(申したてる)のはかなりむずかしい

Jeg blir n日dttil og stikke af. (ibid. 150) 

在、は行かさ守るを得ない

Han er ude og ga. (ibid. 151) 

彼は出かけている

Lad dem komme og hende mig. (ibid. 152) 

あの人たちに私を連れに来させるがいい

Hansen (19652: 150)は，これは og(und)と at(zulが発音上，区別がつかなくな

って混同されるためであると述べている。

88) ドイツ語と同様に， weeseは場所や状態の変化を示す一部の自動詞の過去分調を支配

して完了の助動詞として用いる。また，状態の変化が結果として明らかにあらわれる

場合，一部の動詞の過去分詞を支配して状態受動の助動詞として用L、る。

89) Bendsen (1860: 27)には ikhaaw/hai waanの用例しかあがっていない。デンマー

ク語(ただし標準語)の vare(sein)は have(haben)支配であり(jeghar/havde 

varet)，西フリジア語の weze(sein)もhawwe(haben)支配である(ikha/hie west) 

ことから， ik ban/wus waanはドイツ語の影響 (hd.ich bin/war gewesen; nd. 

ik bun/weer west)であるように思われる。

90) ド4ツ語と同様に， heeweは他動詞および場所や状態の変化を表わさない大多数の

自動詞の過去分詞を支配して，完了の助動詞として用いる。

91) ドイツ語と同様に， wardeは主語が動作主を表わす他動調と自動調の過去分詞を支配
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して動作受動の助動詞として用いる(自動詞の受動態については訳注目参照)。また，

現在形で第l不定詞を支配していわゆる未来形を作る。さらに，過去形で第1不定詞

を支配していわゆる条件形を作る。

92)おもな特徴をいくつか記しておく。

1. 弱変化動詞について (Bauer1925: 100丘参照)。

i) いわゆる逆ウムラウト (R日ckumlaut)を起こすものがある:ii) (ザテ.e) - a (aj守二

α) - a (afr.・a)。逆ウムラウトは現在形2，3人称にも及んでいることが多い。例:

hiinje起こる da.hande; iinje終わる，終える enden;schiinje汚す schanden;

siinje送る senden;tiinje (火が)つく， (火を)つける zunden;triinje (糸を)巻く;

wiinje裏返す，向ける wenden

同様に:

dringe突き進む dringen;hinge 掛ける hangen;klinge鳴る klingen;kringe 

押しこむ ling巴手をのばす，届く langen;minge混ぜる mengen，ためらう;

onjstringe緊張させる anstrengen;ringe格闘する ringen;slinge巻きつける

schlingen; wringeし』まる wringen

briidje広げる breiten;iirwe受け継ぐ erben;kiime (髪を)とかす kammen;

spriidjeまき散らす da.sprede; stiitje突く stosen

ii) 語幹母音が ee/aaで語幹末子音が rの動詞は，次に子音が来ると(この場合は t/d)，

語幹母音の「割れJ(Brechung)を起こして ee/aa>ja(ιJチ.e>e>ia> ja)となる。

例:

beere運ぶ，かつぐ da.bare; begeere欲しがる begehren;faare連れて行く，

導ぐ fuhren;kaare (車で)行く da.仰向 meere増やす ver-mehren;neere養

う，育てる刀ahren;raare触れる，動かす ruhren;scheere (ナイフで)切る，刈る

da. skare; smeere塗る schmieren; sweere誓う schworen;teere弱める，

食いつくす zehren;weere逆らう zvehren

とくに raareでは，語幹母音の「割れ」が起こった場合に先行する子音 rが落ちる:

raare - jartー jardー jard

なお， jooge (うそをつく lugen)の変化を参照(訳注5参照)。

iii) 語幹が -djj・tjで終わる動詞は，現在形3人称単数，過去基本形および過去分詞で

歯茎音どうしが衝突して同化 (Assimilation)を起こし，せとなる(語中音の e[a] 

は消失 (Synkope)する)0(なお，これは同種の強変化動詞の現在形3人称単数でも

起こる。語幹が -d/開tで終わる動詞でもしばしば起こる。用例については変化表を

参照)。例:

bladje出血する bluten;bradje卵を暖める bruten;briidje広げる breiten;fadje 

養う，育てる engl.feed; hiitje暖房する，熱する heizen;latje…させる，等

lassen m註tje会う，当たる da.1岬 de，測る messen;radje助言する raten;

snatje鼻をかむschneuzen;spriidjeまく，散らすda・sprede;stiitje突く stosen;
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tantje思われる dunken;watjeぬらす da.vade 

iv) 本来の強変化動詞が弱変化動詞に移行したものがある。なかには miise(避ける

meiden)のように過去形だけ弱変化語尾を示したり， prise ほめる preisen)のよ

うに強変化と弱変化の形が併存しているものもあるが (i)-iii)にはそれも含めて例

示してある)，ここでは過去形と過去分詞で弱変化語尾だけをもつものを例示する

(st:強変化動詞，ロ -7数字は母音交替の系列， red.:反復動詞 (reduplizierendes

Verb)o fJU: 

beere ( < st IV)運ぶ da・bare，(貯金を)おろす;klinge ( < st III a)鳴るんlingen;

kringe (< st III a)押しこむ;latje (< red.)…させる，等 lassen;liine (< st 1) 

貸す，借りる leihen;matje (<st V)会う，当たる dσ.111戸de，測る刑essen;ringe 

(<st III a) (鐘が)鳴る da.ringe; ringe (< st III a)格闘する ringen;scheene 

(<st 1)光る，…らしく見える schei刀en;scheere (< st IV) (ナイフで)切る，刈る

da. skare; slinge (<st III a)巻きつける schlingen;spriidje (<st 1)まき散ら

すda.sprede; stiitje (<red.)突く stosen;teere (< st IV)弱める，食L、っくす

zehren; wringe (< st III a)しぼる wringen

2. 強変化動詞について (Bauer1925; 92丘， 89 ff.参照)。

i) モーリング方言の強変化動詞はさまざまな変異を示すが，ここではゲルマン語の6

系列の母音交替 (Ablautreihen)に従って，各系列について代表的なパタ{ンをあ

げるにとどめる。なお，過去形単数と複数の階梯 (Stufe)の対立は解消し，また，

母音交替ではないが，現在形3人称単数も知る必要があるため， B. VI. 2.の表に

従って4基本形を示す。

系列1: i - aー 11一回

bliwe - blaft - b1iif - blaawenとどまる bleiben

系列II: ii一世一間一泊

friise - frust - fruus - fraasenこごえる frieren

系列IIIa (鼻音結合): i - a - u - u 

bine - bant - bun - bunen結ぶ，巻く binden

系列IIIb (流音結合): ee - ee一色 -ii

a-a-u-u  

heelpe - heelpt - hulp - hulpen助ける helfen

barje - barcht - burch - burgen救い出す bergen，収穫する

系列IV: ee - ee - a一回

ee - ee - a - aa 

steele - steelt - stalj - steelen幣Lむ stehlen

spreege - spre巴cht- spr紘一 spraagen話す sp作 chen

系列V: ee - ee - ai一泊
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a - a -a i. 

jeeweー jeeftー J註if- jaawen (家畜にえさを)やる， (など)vgl. gebe河

sate - sat - satj - sinすわっている sitzen

系列 V1: 紘一 a- 00 - aa 

巴e- ee - ou - aa 

faar巴ー fart- foor - faaren行く，すばやく動く fahren

dreege - dreecht - drouch - draagen運ぶ tl・'agen

このように，系列1Vと系列Vは非常に似たパターンを示す。

強変化から弱変化へ移行した動詞はすでに示した。とくに系列 1Vで語幹末音が・r

の動詞はすべて弱変化へ移行した (beere，scheere， teere)。系列V1の sweereも

ほぼ同様。

ii) 他の系列に移行したと見なしたほうがし、いものがある。例:

steege (st 1>st V)のtぎる，おりる steigen;sweege (st 1>st V)だまる schwei-

gen; naame (st IV>st II1 a)取る nehmen，理解する schaafe(st VI:>st II) 

創造する schaflen;fuunj/fou巴n(red.>st III a)得る da.j法;hunge (red.>st 

III a)掛かっている hangen;huulje (red.>st IIIb)保つ halten

iii) 過去分詞などで語末音が語中音消失 (Synkope)に続いて先行子音と同化 (Assi司

milation)を示しているものがある。例:

(p>) b+n>m: 

gram←gripeつかむ greifen;lmim←knipeつねる，つまむ kneifen;krim← 

kriipeはう仰gl.creep; lim←luup巴走る，歩く laufen; schaam←schaafe 創造

する sc陶酔n;slim←slipe研ぐ schleifen;sim←supeかぶかぶ飲むパ動物が)

飲む saufen

(t>) d+n>n: 

in←aase食べる essen;bin←badeたのむ bitten;binぐ biidje提供する bieten;

ban←bite噛む beisen;ferjin←ferjeese忘れる vergessen;fertrin←fertriitj巴

不愉快な気分にさせる ver・driesen; flin←宜iitje流れるfiiesen; frin←freeseがつ

がつ食べる， (動物が)食べる fressen; gin←giitje注くや giesen; glan←glideすベ

るgleiten;knin←kneese練る kneten;nin←niitje享受する，楽しむ ge-niesen;

ran←ride馬に乗って行く reiten;sin←sateすわっている sitzen; schin← schiitje 

撃つ schiesen;schaw-schite うんこをする sche~βen; schran←schrideゆったり

と歩く，進む schreiten;slan←slide滑る engl.slide; slan処 slite失う，むしる

schlei;βen; sliw-slite閉じる，終える schliesen;sman←smite投げる schmeisen;

splan←splite割れる，裂ける nd.splieten; stran←stride争う streiten;tin‘ 

tiitje泣きわめく da.tude; trin←treese歩く，進む tl"eten;twan←twite彫る，

けずる

l+n>n: 

n
y
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wan-wale ーしたい wollen;schan← schale…すべきだ sollen，…だろう engl.

shall 

93)語頭音の 1とjの交替については訳注5参照。

94) kaame - ik kamは naameー iknamとならんで語幹母音の対応が不規則であ

る。なお， Bauer (1925: 96)には現在形 2，3人称単数を kaamst，kaamtと記して

おり，今日の語形と異なる。

95) Sjolin et al. (1988: 159)には今日の発音にならって過去基本形 muurst，過去分詞

muurstと記されている。過去形複数は muursten(Sjolin/Walker 1986: L 21. 3) 

となる。おそらく tuurst(< tore)， duurst( < dore)との類推がはたらいていると思わ
れるのr.Walkerからの手紙)。

96)語頭音の rとjの交替については訳注目の 1.ii.参照。
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